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平
成
二
年
度
通
常
総
会

二
隊
に
海
外
登
山
基
金
か
ら
援
助

会
長
は
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「高
所
登
山
委
員
会
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

中
国

・
ナ
ム
チ
ェ
バ
ル
ワ
登
山
許
可
申
請
は

若
手
育
成
の
意
味
か
ら
も
理
事
会
で
承
認
し

た
。
七
〇
〇
〇
万
円
の
海
外
登
山
基
金
運
用

に
つ
い
て
は
、
第

一
回
と
し
て
、
本
会
青
年

部
、
高
所
登
山
委
員
会
に
よ
る
第

一
次
パ
ミ

ー
ル
登
山
隊

一
九
九
〇
に

一
〇
〇
万
円
、
東

海
支
部
の
日
中
友
好
天
山
山
脈
雪
蓮
峰
登
山

隊
に

一
五
〇
万
円
の
援
助
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
。

最
近
、
中

・
高
年
者
で
、
登
山
経
験
に
乏

し
い
人
の
入
会
が
目
立
つ
が
、
立
山
で
の
遭

難
事
故
な
ど
を
踏
ま
え
、
集
会

・
指
導
委
員

会
で
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
を
訴
え
る
風
潮
に
対
処
す
る
た
め

新
年
度
か
ら
指
導
者
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
と
し
た
。

各
委
員
会
と
も
、
文
化
的
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
と
く
に
、
図

２３４
六
六
五
九

書
の
整
備
と
と
も
に
、

山
に
関
す
る
貴
重
な
フ

イ
ル
ム
、　
ス
ラ
イ
ド
な

ど
の
複
製
、
収
集
、
整

備
、
管
理
の
た
め
、
大

型
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
導
入
す
る
。

山
研
の
老
朽
化
に
伴

な
う
改
築

に

つ
い
て

は
、
見
積
り
を
取

っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上

の
金
額
で
あ
り
、
改
築
の
方
向
で
準
備
を
す

す
め
て
い
る
が
、
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
現

在
検
討
中
で
あ
る
。
た
だ
し
、
下
水
道
整
備

は
先
行
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

組
織
改
正
に
つ
い
て
は
、
皆
様
に
お
計
り

す
る
段
階
で
は
な
い
が
、
現
在
の
横
割
委
員

会
を
、
機
能
的
に
縦
割
に
分
離
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
来
年
ま
で
に
は
成
案
を
ま
と
め

た
い
。

岩
菅
山
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
競
技

コ
ー
ス

を
既
存
の
コ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
誤
っ
た
報
道
が
流
れ
、
本

会
と
し
て
は
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
招
致

委
員
会
に
厳
重
抗
議
し
、
先
方
よ
り
謝
罪
を

得
て
い
る
。

去
る
二
月
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン

チ
ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
た
が
、
来
年
は
日
本
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
下
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ヒ
マ
ラ
ヤ
関
連
四
団
体
で
協
議
し
、
別
組
織

の
委
員
会
を
設
け
て
準
備
を
す
す
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

篠
田
名
誉
会
員
推
せ
ん
に
対
す
る
異
議
申

し
立
て
に
つ
い
て
は
、
会
と
し
て
正
式
な
手

順
を
踏
ん
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
変
更

す
る
余
地
は
な
い
が
、
今
後
も
当
事
者
間
の

話
し
合
い
を
続
け
る
。

最
近
、
と
く
に
感
ず
る
こ
と
は
、
本
部
、

支
部
間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、

他
登
山
団
体
と
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。例
え
ば
日
山
協
と
の
間
で
、

遭
難
対
策
、
自
然
保
護
な
ど
個
々
の
テ
ー
マ

で
提
携
、
協
力
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
登
山
界
発
展
の
た
め
寄
与
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

会
長
就
任
以
来
、
日
本
山
岳
会
は
山
に
登

る
と
い
う
基
本
理
念
の
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ

ブ
主
眼
の
運
営
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、命
を
、

仲
間
を
、
自
然
を
大
切
に
、
と
い
う
三
つ
の

目
標
を
掲
げ
た
が
、
最
近
の
遭
難
事
故
を
み

る
と
、
　
″山
に
登
っ
て
降
り
て
く
る
〃
と
い

う
原
則
か
ら
か
け
離
れ
た
、　
″降
り
て
く
る

こ
と
を
考
え
な
い
行
為
〃
が
目
立
つ
。
こ
の

基
本
原
則
の
啓
蒙
と
、
死
者
に
ム
チ
を
打
つ

よ
う
だ
が
、
感
傷
的
に
な
ら
ず
、
徹
底
的
な

原
因
究
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。」

平
成
元
年
度
事
業
報
告

（別
掲
）
は
松
田

常
務
理
事
が
行
な
っ
た
が
、
同
理
事
は
と
く

に
タ
ン
ボ
チ
エ
僧
院
再
建
募
金
に
ふ
れ
、
五

月
二
十
五
日
現
在
の
募
金
は
二
六
六
万
円
で

あ
る
と
報
告
。
近
く
建
設
着
工
さ
れ
る
同
僧

院
の
一
〇
〇
〇
万
円
の
募
金
目
標
達
成
の
た

め
、
会
員
各
位
の
な
お

一
層
の
協
力
を
要
請

し
た
。

収
支
決
算
、
財
産
目
録

（別
表
）
に
つ
い

て
は
、
西
村
政
晃
財
務
担
当
常
務
理
事
が
説

明
。そ

れ
に
よ
る
と
同
年
度
の
収
支
合
計
は

一

億
二
三
四
六
万
六
二
六
六
円
と
、
予
算
額
四

七
七
〇
万
五
〇
〇
〇
円
に
対
し
、
七
五
七
九

万

一
三
二
六
円
の
黒
字
。
こ
の
数
字
は
前
年

度
に
引
き
続
い
て
九
二
％
と
い
う
会
費
の
高

納
入
率
と
、
三
国
友
好
登
山
隊
剰
余
金
繰
入

れ
と
い
う
、
二
つ
の
要
因
が
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

一
方
支
出
面
で
は
、
予
算
額
四
六
七

一
万

八
九
五
〇
円
に
対
し
、
決
算
額

一
億

一
九
五

九
万
六
三
七
二
円
で
、
雑
費
と
し
て
故
槙
名

誉
会
員
の
山
岳
会
葬
費
用
を
計
上
。
ル
ー
ム

改
装
、
山
研
改
築
な
ど
の
長
期
計
画
積
立
金

支
出

（同
積
立
金
積
み
増
）
に
三
六
三
万
九

二
四
八
円
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
海
外
登

山
基
金
新
設
に
七
〇
〇
〇
万
円
の
支
出
増
が

目
立
つ
も
の
の
、
他
項
目
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
に
引
き
続
い
て
健
全
、
安
定
化
し
た
も

の
と
な
っ
た
。

財
産
目
録
に
つ
い
て
は
、
資
産
合
計
二
億

三
九

一
〇
万
五
八
三
円
、
負
債
合
計
六
八
八

万
七
九
八
八
円
で
、
差
引
正
味
財
産
は
二
億

三
二
二
一
万
二
五
九
五
円
で
あ
る
。

第
二
十
六
回

観
光
週
間

（
八
月

一
日
ｔ
七
日
）

の
目
的

①
　
観
光
道
徳
の
高
揚

②
　
観
光
地
の
美
化

こ
れ
ら
の
数
字
は
何
れ
も
公
益
法
人
の
会

計
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
太
田
敬
監
事
か
ら
は
、

平
成
元
年
度
の
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
財
産
目
録

は
正
確
妥
当
で
あ
る
旨
監
査
報
告
が
な
さ
れ

た
。平

成
二
年
度
事
業
計
画
案

（別
掲
）
お
よ

び
収
支
予
算
案

（別
表
）
に
つ
い
て
は
、
同

じ
く
松
田
、
西
村
両
常
務
理
事
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

事
業
計
画
で
は
、
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
で
の

登
山
医
学
に
関
す
る
講
演
会
（七
月
十
六
日
）

山
形

・
蔵
王
温
泉
で
の
全
国
支
部
懇
談
会
、

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

（十
月
十
三
―
十

四
日
）
、
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
年
次

晩
餐
会

（十
二
月

一
日
）
、
会
員

の
関
心
の

高
い

「高
所
に
於
け
る
安
全
登
山
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

（場
所
未
定
、
二
月
）
や
、
青
年
部

が
主
体
と
な
る
山
登
り
の
実
践
、
三
国
合
同

登
山
公
式
報
告
書
発
行
、
会
員
名
簿

一
九
九

〇
年
版
の
発
行
、
若
手
育
成
を
目
的
と
し
た

ソ
連
パ
ミ
ー
ル
国
際
キ
ャ
ン
プ
参
加

（
七
―

八
月
）
が
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
な
っ
て
の
収
支
予
算
も
、
海
外

登
山
基
金
運
用
受
取
利
息
四
二
〇
万
円
を
見

込
ん
で
の
、収
入
五
三
六
五
万
円
に
置
か
れ
、

一
方
支
出
で
は
、
会
員
名
簿

一
九
九
〇
年
版

製
作

一
〇
〇
万
円
、
海
外
登
山
補
助
費
三
〇

〇
万
円
、
大
型
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
購

入
七
五
万
円
な
ど
の
増
加
で
、
五
三
六
二
万

三
〇
〇
〇
円
と
、
収
支
と
も
前
年
度
を
や
や

上
回
る
規
模
に
定
め
ら
れ
た
。

平
成
二
年
度
理
事
お
よ
び
評
議
員
欠
員
補

充
に
つ
い
て
は
、
国
際
化
を
重
視
、
海
外
連

絡
強
化
の
た
め
、
海
外
事
情
に
く
わ
し
い
神

崎
忠
男
氏
を
新
理
事
に
、
故
古
市
義
孝
評
議

員
の
後
任
に
は
、
同
じ
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り

福
島
支
部
の
佐
藤
光
氏
を
選
出
し
た
。

平
成
二
年
度
除
籍
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

リ
ス
ト
中
、
知

っ
た
名
前
が
あ
れ
ば
、
年
度

中
、
極
力
会
費
納
入
を
働
き
か
け
て
欲
し
い

旨
、
要
望
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
議
案
審
議
に
当

っ
て
は
、
上
原
泰

行
、
堀
内
章
雄
、
島
田
義
昭
、
田
畑
真

一
の

各
会
員
か
ら
質
疑
が
出
さ
れ
、
山
田
会
長
、

村
木
潤
次
郎
副
会
長
お
よ
び
各
担
当
理
事
か

ら
応
答
が
あ
っ
た
。

総
会
終
了
後
は
同
会
場

で
懇
親
会

に
移

行
、
吉
澤

一
郎
名
誉
会
員
が

「皆
さ
ん
の
山

幸
と
日
本
山
岳
会
の
発
展
を
祈
る
」
と
乾
杯

の
音
頭
を
と
り
、
な
ご
や
か
な
会
員
交
歓
の

(2)
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幕
が
切

っ
て
落
さ
れ
た
。

当
日
の
会
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
会
員
数
は

名
誉
会
員
二
四
名
、
永
年
会
員
三
二
名
、
終

身
会
員
六
九
名
、
通
常
会
員
四
三
八
二
名
の

計
四
五
〇
八
名
。
平
成
元
年
度
新
入
会
員

一

九
六
名
、
復
活
会
員

一
七
名
、
物
故
会
員
三

〇
名
、
退
会
二
六
名
、
除
籍
五
七
名
で
、
物

故
会
員
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
。

槙
有
恒
（名
誉
会
員
）
、
西
堀
栄
三
郎
（同
）
、

小
原
勝
郎

（同
）
、
塩
田
輔
雄
（永
年
会
員
）
、

仲
西
政

一
郎
、
佐
藤
耕
三
、
寺
村
泰

一
、
菊

井
巳
喜
男
、
佐
藤
篤
孝
、
新
貝
勲
、
馬
場
哲

也
、
田
中
健
康
、
曽
山
志
計
雄
、福
田
文
二
、

及
川
敬

一
、
野
口
秋
人
、
吉
村
健
次
郎
、
木

南
金
太
郎
、
自
田
昌

一
、
原
始
、
小
野
利
次
、

古
市
義
孝
、
佐
野
昇
三
、
窪
田
建
治
、
中
田

清
兵
衛
、
宇
田
正
治
、
杉
山
元
治
、
小
田
島

房
志
、
村
岡
周
典
、
南
崎
大
海
。

（写
真

・
小
倉
厚
／
文
責

ｏ
高
田
員
哉
）

新
役
員

・
評
議
員
紹
介

○
新
理
事

神
崎
忠
男

（会
員
番
号
六
〇
〇
三
）

在
学
中
は
本
会
学
生
部
の
中
核
と
し
て
活

躍
。　
一
九
七
〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
に

参
加
。　
一
九
七

一
―
七
六
年
ま
で
理
事
。　
一

九
八

一
―
八
四
年
常
務
理
事
を
務
め
た
後
、

一
九
八
五
年
よ
り
日
山
協
常
務
理
事
と
し
て

海
外
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総

会

・
理
事
会
等
に
数
多
く
出
席
し
て
い
る
。

今
後
は
、
海
外
連
絡
、
国
際
化
の
面
で
の
活

遊
牧
の
民
の
よ
う
に

六
月
に
入
っ
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
は
予
想
外
の
冷
え
こ
み

が
続
き
、
夜
の
グ
ル

（
フ
ェ
ル
ト
製
円
型
モ
ン
ゴ
ル
テ
ン
ト
）
は
、

し
ば
し
ば
薪
ス
ト
ー
ブ
で
あ
た
た
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
モ
ン
ゴ
ル
の
旅
で
は
、
燃
料
と
言
え
ば
家
畜
の
糞
を
乾
燥
さ
せ

た

「
ア
ル
ガ
ル
」
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
、
薪
が
使
え
る
の
は
私

た
ち
が
北
の
山
岳
地
に
近
い
所
で
幕
営
し
て
い
る
か
ら
だ
。

チ
ン
ギ
ス
ｏ
ハ
ー
ン
の
陵
墓
を
求
め
て
何
か
所
か
キ
ヤ
ン
プ
を

移
動
さ
せ
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
調
査
メ
ン
バ
ー
た
ち
は

神
経
質
な
ほ
ど
に
環
境
保
全
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
の
民
は
、
草
原
に
ほ
と
ん
ど
何
の
痕
跡
も
残

さ
ず
に
次
の
地
点

へ
移
牧
す
る
こ
と
を
習
慣
と
し
て
い
る
。
私
た

ち
も
当
然
そ
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
三
乾
電

池

一
本
で
も
美
し
い
ヘ
ン
テ
イ
ー
の
山
や
草
原
に
残
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
倒
木
以
外
の
薪
も
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

仲
間
か
ら
の
便
り
で
、
こ
と
し
も
エ
ベ
レ
ス
ト
が
大
に
ぎ
わ
い

で
あ
る
こ
と
、
た
と
え
ば
米
ソ
中
合
同
隊
の
何
と
二
十
人
も
が
登

頂
に
成
功
し
た
り
、
日
本
人
神
田
道
夫
氏
の
熱
気
球
に
よ
る
頂
上

越
え
が
残
念
な
が
ら
失
敗
し
た
こ
と
、
海
抜
ゼ

ロ
研
の
カ
ル
カ
ッ

タ
か
ら
八
百
キロ、
四
か
月
が
か
り
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
て
っ

ぺ
ん
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
な
ど
を
グ
ル
の
中
で
知

っ
た
。
父
エ

ド
ム
ン
ト
の
初
登
頂
か
ら
三
十
七
年
、
ピ
ー
タ
ー

・
ヒ
ラ
リ
ー
が

つ
い
に
ヒ
ラ
リ
ー

・
ス
テ
ッ
プ
を
越
え
て
頂
上
に
立
っ
た
こ
と
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
う
む
、
「
父
子
登
頂
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た

か
、
と
ヘ
ン
に
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
ヒ
ラ
リ
ー
卿
の
提
唱
す
る

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト
」
に
つ
い
て
、
草
の
緑
日
々
に
濃
い
、
美
し
い

モ
ン
ゴ
ル
に
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
自
然

資
源
を
保
護
し
、
地
域
住
民
の
習
慣
と
利
益
を
守
る
た
め
に
そ
こ

を
訪
れ
る
人
々
に

一
種
の
倫
理
規
約
を
課
す
、
と
い
う
の
が
そ
の

ね
ら
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ど
の
よ
う
に
趣
旨
を
展
開
で
き
る
か
、
誰
が
登
山
者
や
ト
レ
ッ

カ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
る
か
、困
難
は
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

環
境
汚
染
が
地
球
規
模
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
世
界
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
こ
う
し
た
運
動
を
進
め
る
こ
と
は
登
山
家
の

義
務
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
す
べ
て
の
局
面
に
共
通
す
る
こ

と
だ
が
、
事
を
現
地
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
状
況
だ
け
に
し
ぼ

っ
て
し
ま

っ
て
は
不
十
分
と
、
私
は
考
え
る
。

た
と
え
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
よ
う
に

「何
の
痕
跡
も
残
さ

ず
に
」
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
か
ら
帰
る
こ
と
を

一
つ
の
倫

理

と

し

よ

う
。
高
所
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
乾
電
池
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
梱
包

材
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

・
ボ
ト
ル
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
な
ど
私

た
ち
は
何
と
焼
却
し
に
く
い
も
の
ば
か
り
神
々
の
座
に
運
ん
で
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
と
に
か
く
燃
や
せ
る
も
の
を
」
が
、　
一
例
と
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ

や
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
め
ざ
す
者
の
合
い
言
葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
ロ
ン
ド
ン
や
東
京
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
並
み

い
る
山
道
具
メ
ー
カ
ー
た
ち
を
巻
き
こ
む
だ
け
で
な
く
、
洋
洒
会

社
や
、
梱
包
業
者
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
町
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
過
剰
包
装
ま
で
も

（時
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
ら

っ
て
言
い
に
く
く
て
も
）
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
保
護
を
含
め
て
環
境
問
題
と
い
う
の

は
、
結
局
日
常
か
ら
発
す
る
し
か
な
い
と
思
う
。

（
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
　
江
本
嘉
伸
）

(3)

海
外
の
幽
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躍
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｏ
新
評
議
員

佐
藤
　
光

（会
員
番
号
三
九
六
七
）

一
九
五
二
年
二
月
入
会
。
福
島
支
部
で
は

一
九
六
五
―
七
三
年
支
部
事
務
局
を
担
当
。

以
後
今
日
ま
で
支
部
委
員
と
し
て
活
躍
。

他
に
日
本
野
鳥
の
会
福
島
支
部
事
務
局
長

も
引
き
受
け
、
自
然
保
護
に
つ
い
て
も
種
々

の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
由
。
今
回
は
昨
年

十

一
月
物
故
さ
れ
た
古
市
義
孝
氏
の
後
を
受

け
て
、
同
氏
の
残
任
期
間
、
評
議
員
を
務
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
出
張
報
告

去
る
四
月
二
十
九
日
か
ら
三
十

一
日
迄
、

イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ヴ
エ
ン
チ
ャ
ー

・
ト
ラ
ス

ト
の
第

一
回
会
議
に
招
待
さ
れ
、
同
ト
ラ
ス

テ
イ
ー
の
一
員
で
あ
る
田
部
井
さ
ん
、
日
山

協
の
沢
村
副
会
長
、
当
会
々
員
吉
田
宏
、
鈴

木
郭
之

（香
港
よ
り
参
加
）
の
両
氏
と
も
ど

も
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
は
ヒ
ラ
リ
ー
卿
を
パ

ト
ロ
ン
と
し
、
イ
ン
ド
登
山
財
団
会
長
の
コ

リ
ー
氏
を
会
長
と
し
て
一
九
八
八
年
六
月
十

七
日
に
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
翌

一
九
八
九
年
十
月
十
四
日

に
は
香
港
で
そ
の
設
立
総
会
と
慈
善
デ
イ
ナ

ー
が
催
さ
れ
、
わ
が
国
か
ら
は
当
会
の
前
理

事
田
部
井
淳
子
さ
ん
が
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
と
し

て
参
加
し
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
ネ
パ
ー
ル
山

岳
協
会
々
長
カ
ド
カ
殿
下
、
パ
キ
ス
タ
ン
山

岳
会
の
ミ
ル
ザ
会
長
、
英
国
山
岳
協
会
の
ボ

ニ
ン
ト
ン
会
長
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
自
然
保
護
委

山
　
田
　
一
一　
郎

員
長
ヴ
ア
ン
デ
ブ
ー
ル
デ
委
員
長
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
基
金
の
ブ
ル
ー
ム
会
長
な

ど
著
名
な
登
山
家
が
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
ソ
連

登

山
連

盟
の
ミ
ス
ロ
フ
ス
キ
ー
会

長
、
中
国
登
山
協
会
の
史
占
春
会
長
も
加
わ

っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
で
の
自
然
環
境
破
壊

を
防
ぐ
た
め
の
諸
活
動
を
始
め
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
当
初
こ
の
ト
ラ
ス
ト
の
活

動
分
野
が
あ
ま
り
に
広
範
囲
で
あ
り
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
計
画
が
あ
る
の
か
が

掴
め
な
い
ま
ま
参
加
を
鋳
躇
し
て
お
り
ま
し

た
が
、関
係
の
あ
る
会
員
の
方
々
や
、香
港
で

の
発
会
式
に
出
席
頂
い
た
吉
田
宏
、中
島
寛
、

神
崎
忠
男
、
鈴
木
郭
之
の
諸
氏
の
情
報
に
基

い
て
検
討
し
た
結
果
、
会
と
し
て
も
田
部
井

さ
ん
が
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
と
し
て
既
に
活
動
に

入
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
わ
が
国
か
ら
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
域
を
訪
れ
た
遠
征
隊
、
ト
レ
ツ
カ
ー
の

数
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
企
て

に
対
し
応
分
の
貢
献
を
す
る
こ
と
は
、
今
や

登
山
大
国
と
も
な
っ
た
日
本
登
山
界
と
し
て

は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
責
任
で
は

な
い
か
と
考
え
、
理
事
会
の
議
を
経
て
参
加

し
た
次
第
で
す
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
の
会
合
は
流
石
に
キ
ャ

プ
テ
ン
・
コ
リ
ー
の
地
元
だ
け
あ
っ
て
た
い

へ
ん
な
熱
意
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
、
諸
外
国

か
ら
の
参
加
者
八
ヶ
国
三
十

一
名
を
含
め
総

員

一
八
三
名
の
規
模
の
も
の
と
な
り
、
初
日

の
ガ
ン
デ
ー
印
度
政
府
環
境
庁
長
官
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
三
十
日
、
三
十

一
日
の
二
日
間

に
亘
っ
て
午
前

・
午
後
と
ミ
ッ
チ
リ
各
講
師

の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
夜
は
シ
ッ
キ
ム
観
光

局
、
エ
ア
・
イ
ン
デ
イ
ア
主
催
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
な
ど
、
な
か
な
か
の
盛
会
で
し
た
。

現
在
田
部
井
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
を
中
心
に
別

個
の
組
織
体
を
設
け
、当
会
の
ほ
か
日
山
協
、

Ｈ
Ａ
Ｊ
、
労
山
な
ど
の
諸
団
体
が
相
協
力
し

て
、
わ
が
国
の
国
際
的
責
任
の
一
端
を
果
す

べ
く
、
来
秋
の
日
本
で
の
会
合

（今
年
秋
に

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
デ
ィ

ナ
ー
が
企
画
さ
れ
て
い
る
）
に
向
け
て
の
企

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
合
の
場
所
、

規
模
な
ど
は
、
今
後
前
記
組
織
体
を
中
心
に

体 第  166号
平成 2年 5月 14日

(社 )日本山岳会会長  l殿

山 岳 遭 難 事 故 の 防 止 に つ い て

(依頼)

謹啓 惜春の候、貴台にはますます御清祥のこととお喜び中し上げます。
日頃、登山活動を通 じ健全なスポーツマンの育成とスポーツの振興に

尽力されていることに対 し、深 く敬意を表 します。
さて、 昨年末から今年初めにかけて、本県の北アルプス鋼岳方面で

冬山遭難が多発 しました。幸い、本県の山岳警備隊員や山岳関係者の献

身的かつ適切な救助活動により、 5パーティー (17人 )が全員無事に

救出されたところであります。
今回の一連の遭難の原因を調査 したところ、必ず しも悪天候のみに起

因 したものとは言い難 く、登山者の山岳気象に対する研究不足や装備・

食糧の不足、力量の不足等 も大きな原因であると指摘されております。

本県では、昭和 41年 に全国に先駆けて富山県登山届出条例を定め、

特に危険な地区及び期間に登山する者に対 し、登山届の提出を義務づけ

る等、山岳遭難事故の防止及び遭難時の対策に努めてきたところであり
ますが、今回の多発遭難を教訓に今後各登山者に対 し登山技術の研鑽と

遭難防止のための事前準備の徹底を強力に指導する必要があると考えて

おります。
つきましては、貴連盟におかれましては、この趣旨を十分 御理解の

うえ、自主的な遭難防止策を確立されるとともに貴管下の会員に対 して

冬山登山の事故防止に万全を期するよう、よリー層の御指導を頂きたく

格別の御配慮をお願いいたします。

Ｌ
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．
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県‐

所

山
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衝
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■
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・
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０６０

０６５

０６８

０６８

０７‐

三

美

徹

泰

克

田

伯

上

福

佐

尾

大立
部

都
岳

京
山

東
学

雄

肇

康

夫

仲
　
　
　
義

田

上

井

山

塩

村

亀

亀

別

６４

田

引

田

側

６２

関

一

行

功

夫

潔

隆

弘

倫

功

正

　

典

　

　

　

正

塚

波

水

橋

下

崎

藤

内

飛

宮

清

大

木

尾

斉

堀

蝋

照

００１

服

搬

Ⅲ

四

四

〇７

０７

“

０８

０８

０８

０８

０８

宏

夫

芳

敏

信

雁

彦

夫

晃

出

映

博

弘

勝

貞

孝

田

藤

谷

屋

間

野

井

田

前

遠

大

渋

久

小

三

林

８０

８８

０８

‐２

２５

２８

３８

４７

章

雄

三

彦

史

一

豊

男

裕

恒

邦

邦

昌

健

　

伸

山

谷

　

川

藤

川

藤

葉

高

長

原

中

斎

小

工

榛

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

１０

三

己

洋

弘

恒

雅

善

典

谷

井

迫

田

片

白

大

小

子

子

渉

恒

元

恵

恵

　

秀

茂

多

美

渡

野

田

館

藤

佐

牧

熱

月

後

具
体
化
さ
れ
る
手
筈
と
な
っ
て
お

り
ま
す

が
、
当
会
と
し
て
も
、
こ
の
ト
ラ
ス
ト
活
動

の
意
義
を
理
解
し
、
協
力
を
致
す
べ
き
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

帰
国
後
、
去
る
四
月
十
六
日
、
田
部
井
さ

ん
を
中
心
に
、
当
会
、
日
山
協
、
Ｈ
Ａ
Ｊ
、

労
山
の
関
係
者
の
会
合
が
も
た
れ
、
来
秋
の

ト
ラ
ス
ト
の
日
本
で
の
会
合
開
催
に
つ
い
て

全
面
的
に
ご
協
力
申
し
上
げ
よ
う
と
の
合
意

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平成 2年度除籍対象者 (平成3年 3月 31日除籍予定)

(7.5現 在)
海外諸関係費

山岳研究所運営費

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

事 業 費 計

管 理 費

918, 22,749

200

2,181

1,800

3,500

7,200

150

1,000

700

1,000

100

100

600

500

300

300

100

300

3,100

150

155,

2,046

1

1,013,

3,

133

139

172

269

942

80

180

427

271

137

703,

1,248,

135,

3,216,

44,

134,

-75,
一-1,013,

291,

1,169,

67

-1

57

収 支 計 算 書

平成元年4月 1日 から平成2年 3月 31日 まで

費品

費

費

費

当

耗

本

通

搬

手

消

製

交

運

料

具

刷

費

信

給

文

印

旅

通

I.収 入 の部

基本財産利息収入

・入会金収入

火災保険料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

固定資産取得支出

什器備品購入支出

20

149,

3,639,

469,

70,000,

590,

1,000,

75,847,

172,

93,

16,

101,

37,

28,

110,

12,

-3,

51,

-135,

-2,816,

-2,999,

-149,

-639,

-469,

-70,000,

-590,

-1,000,

-72,847,

入会金 収 入

復活会費収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金
収入計

.事 業 収 入

広告料収入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入計

.寄付金収入

寄付金収入

図書出版研究基金
支出

長期計画積立金支出

登山特別基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与積立金支出

特定預金支出計

予 備 費

予 備 費

3,000,

3,000,

1

当期支出合計 (C)

当期収支差額
(A)一 (

次期繰越収支差額
(B)― (

C)

C

(注 )1。 槙名誉会員の山岳会葬費用 ¥2,487,000
2。 長期計画積立金支出 ¥3,639,248

(同積立金積み増し ¥3,000,000)
3.海外登山基金新設 ¥70,000,000

収 入

受 取 利 息

雑 収 入

雑 収 入 計

図書出版基金
取崩収入

.特定預金運用収入

特定預金運用収入

当期収入合計 (A)
前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

(注)1.三国友好登山隊剰余金繰入れ

,617,

950,

調査研究費

指 導 費

支部関係費

870,

3,000,

I.支 出

業

部の

費

費

費

版

書

出

図

，

２

　

　

一
　

　

５

０９

３８

１８

２４

６０

46,7189950 1199596.372 -729877.422

986,050 3,899,894 -2,913,844

21,923,949 24,837,793 -2,9139844

差  異科 目 予 算 額 決 算 額

∞

∞

3

000

2,955,

240,

40,107,

590,

43,892,

3,795,

70,870,

74,665,

392,

1,353,

32,

273,

1,306,

1,580,

4,545,

-1,892,

-1,107,

-2,995,

-153,

-12,

726,

-606,

-445,

-490,

-42,

45,

70,370,

73,365,

937 20 937

123,496, 791

144,434, -75,791,

科 目 予 算 額 決 算 額 差  異

(5)

氏  名

C

備孝

350,00(

(

(

(

1,200,00(

20,00(

1,000,00(

700,00(

1,135,00(

4,055,0()(

(

(

47,705,00(

58,642,89(
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239,100,58E

流動負債合計

.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

3¬ 正味財産の部

正 味 財 産

(う ち基本金)

(当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

3,587,

計算書類に対する注記

1。 重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は,総平均法による原価基準を採用し

ている。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の 115%に 相

当する額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には,現金・預金,未収会費,前受会費及び預

り金を含めている。なお,前期末及び当期末残高は,下記 3

に記載のとおりである。

2.基本財産の増減額及びその残高は,次のとおりである。

科 目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託 (三井)

″ (日本)

″ (中央)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合 計 (基本金) 8,000,000 8,000,000

3.次期繰越収支差額の内容は,次のとおりである。

4。 固定資産の取得価額,減価償却累計額及び当期末残高は,次の

とおりである。

正味財産増減計算書

平成元年 3月 31日 ～ 2年 3月 31日

貸 借 対 照 表

平成2年 3月 31日現在

6,887

232,

79

1コ 資 産 の部

動資産

現   金

振 替 貯 金

普 通 預 金

定 期 預 金

未 収 会 費

棚 卸 資 産

流動資産合計

固 定 資 産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基本財産合計

その他固定資産

図書出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与積立金

その他固定資産
合計

固定資産合計

資 産 合 計

2]負 債 の部

.流 動 負 債

前 受 会 費

預 り 金

地

物

品備器

土

建

什

科 目 金 額

I.増 加 の 部

1。 資産増加額

当期収支差額

図書出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与積立預金

棚卸資産増加額

増 加 額 計

Ⅱ.減 少 の部

L.負債増加額

退職給与引当金繰入額

減 少 額 計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

3,899,894

149,17C

3,639,24〔

469,27C

70,000,00C

590,00C

l,000,00C

298.70C 80,046,288

80,046,28〔

1,000,()0(

1,0∞ ,∞0

79,046,28〔

153,166,307

232,212,59[

科 目 前期末残高 当期末残高 備   考

現 金 預 金

未 収 会 費

仮  払  金

16,487,159

2,953,500

2,000,000

24,739,781

3,686,000

0

合   計 21,440,659 28,425,781

前 受 会 費

預  り 金

223,000

279,760

171,000

3,416,988

合   計 502,760 3,587,988

次 期 繰 越
収 支 差 額

20,9379899 249837,793

科 目 金 額

159,386

649,068

2,570,575

21,360,752

3,686,000

1,957,870

8,000,000

30,383

716

239

8,000,000

46,297,170

36,006,808

4,780,500

3,940,000

16,909,085

15,213,369

70,000,000

4,270,00C

3,300,00C

200,716,932

171,00C

3,416,988

科    目 取 得 価 額 当期末残高

36,006,808

4,780,500

787

建    物

什 器 備 品

36,006,808

4,780,500

合   計 40,787,308

(6)

咸価償却累計容
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正 味 財 産

注 1)棚卸資産内訳

注 2)その他固定資産内訳

1。 建物および土地

A 事務所および図書室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構造 鉄筋コンクリー ト造,陸屋根,地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103。 32m2

宅地持分 1,124。 56m2× 339/10,∞0

==38.122584m2

(図書室)区分所有建物 1階部分 55.22m2
宅地持分 1,124.56m2× 176/10,000

==19。 792256m2

財  産  目  録

平成2年 3月 31日現在

72,720,170

1コ 資 産 の部

.流 動 資 産

現 金 預 金

現金 現金手許有高

振 替 貯 金

東京地方貯金局

普 通 預 金

協和銀行市ケ谷支店

三菱銀行市ケ谷支店

三和銀行本郷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿西
日支店

日本信託銀行本店

定 期 預 金

協和銀行市ケ谷支店

未 収 会 費 395名分

棚 卸 資 産 *1

流動資産合計
|.固 定 資 産

(1)基 本 財 産

貸 付 信 託

三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 *2

土  地 57。 9148m

建  物  259.23m
什器・備品

図書出版研究基金 (定
期預金 0協和市ケ谷)

長期計画積立金 (定期
預金・協和市ケ谷)

長期計画積立金 (定期
預金・協和市ケ谷)

登山特別基金 (定期預
金・協和市ケ谷)

海外登山基金 (定期預
金・協和市ケ谷)

終身会費積立金 (定期
預金・協和市ケ谷)

退職給与積立金 (定期
預金・協和市ケ谷)

各争
他固定資産

固定資産合計

資産合 計

2コ 負債 の部

動 負 債

前 受 会 .費 21名分

預 り 金

流動負債合計

.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

計 158。 54m2宅地持分 57。 91484m2

2.什 器 備 品

財産目録記載外のその他物品リスト (主 として受贈益)

1。 図   書

種    類 摘 要 金  額

刊  行  物

服飾品・その他

山岳・山岳覆刻版等

クラブタイ ペンダント等

952,520

1,005,350

合   計 1,957.870

科 目
|

金 額

159,386

649,068

2,258,706

140,415

87,623

5,451

619560

16,820

21,360,752

3,686,000

1,957,870

2,380,000

420,000

5,200,000

30,383,

3,587,

239,100,583

6,887,988

8,000,00C

46,297,17C

36,006,80〔

4,780,50C

3,940,00C

13,269,837

3,639,248

15,213,369

70,000,00C

4,270,00C

3,300。 00C

200.716.932

171,00C

3,416,988

3,300,000

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114い

林小班

構造 鉄筋コンクリー ト造 (一部木造)1棟
100。 69 rn2

9,583,808

82,303,978合 計

品 名
収
年月 取得価格 所在

大テーブル (2台 セット)チーク材
750× 1200× 720

ソファーセット,チーク材レザー張

書庫内移動書架一式,コ ンパックル

応接セットー式,張布イス,テーブル
XLE-30

閲覧用テーブル (2台),木製

ライティングビューロー,木製

テレビ,シ ャープ CI-2601(寄贈品)

ビデオカセットレコーダー,シャープ
VC-7000

製)レ
ム収納キャビネット (ス チール

図書カー ド容器,本製 3段

書棚,本製 2段

16 mm映写機 16-CL(MO)
MSパ ウチ H-140

東芝パーソナルワープロ
JW―R70FⅡ

木製書架ガラス戸付 (2台 )

48。 7.31

48。 7.31

53. 2。 10

53。 8。  2

53. 9.28

54. 6.23

55。  6. 4

55。 12.27

56. 8。  8

56。 9.12

56.12.22

61. 5。 13

61.10.17

62。 3.12

62. 9.24

164,200

178,000

1,500,000

218,000

250,000

280,300

80,000

116,000

254,000

200,000

500,000

156,000

95,000

89,000

700,000

上高地

上高地

図書室

談話室

図書室

図書室

談話室

郭話室

図書室

図書室

図書1室

図書室

事務所

事務所

図書室

合 計 4.780,500

種  類 摘 要 冊   数

書

書

和

洋

平成元年度 受入冊数 240冊
平成元年度 受入冊数  87冊

8,309 冊

2,926 冊

(7)

金
(円

｀
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53,650,000

24,837,793

47.705.0001 5。 945。 00C

20,937,8991  3,899,89」

78,487,793 68,642,89919,844,894

雑 収 入

受 取 利 息

雑 収 入

雑 収 入 計

特定預金取崩収入

図書出版基金取崩収入

当期収入合計 (A)
前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

5,000,

5,500,

4

2.絵   画

題    名 種類,号数 作 者 名 掲載,保管場所

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

富

田

群

伊

針

馬

士  山

代 池 の 自

豆  半

の 本

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原 画)

メ ー ル ドグ ラス

モ ン ブ ラ ン

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸 沢 よ り北 穂 高

槍 ケ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ケ 岳

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ケ  岳

タンボチ ェの僧 院

シェルパ ニ の親 子

冬 の 山 (清 太 山)

フ・カヒルカ・ ノルテ

絵

１０

１０

絵

１０

絵

グ

グ

ン
　
ン

チ

チ

ツ
　
ツ

油

油

油

墨

油

油

墨

油

墨

エ

エ

A-50

A-25

変 形-6

エッチング

油

水 l彩-6
油 -10
ノ` ス テ ル

油 -25
油 -25
油 -25
油 ― P8
水  彩-4
水  彩-4
墨   絵

水   彩

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

シュラーギ
ントワイ ト

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清野  恒

清野  恒

近藤 茂吉

渡辺 九郎

日本民族資料館

日本民族資料館

談  話  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書   室

松本アルプス山岳館

図  書   室

図  書   室

図  書   室

松本アルプス山岳館

図  書   室

集   会   室

松本アルプス山岳館

集   会   室

談   話   室

談   話   室

集   会   室

談   談   室

集   会   室

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

事   務   室

*他の絵画,写真省略

3。  フ ィ ル ム

「マナスルに立つ」 他 62点

社団法人日本山岳会平成元年度の収支計算書,正味財産増減計算

書,貸借対照表および財産目録を監査し,正確妥当なことを認めま

す。

平成 2年 4月 16日

社団法人 日本山岳会

監事 太田  敬

監事 飯野  亨

収 支 予 算 書 (案 )

平成2年 4月 1日 から平成3年 3月 31日 まで

Ic収 入 の部

.基本財産運用収入

基本財産利息収入

.会費・入会金収入

入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

事 業 収 入

広告料収入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入計

3,

1,000,

1

1,200

.寄付金収入

寄付金収入

500,

4,200

50,

1,800,

20,

800,

800,

1,330,

4,750,

∞

００

９５

９５

鰤
知
・３５
０５５

摯[ 目 予 算 額 前 年 度
予 算 額 差  異 備考

Ⅱ.支出の部

1,事 業 費

出 版 費

図 書 費

調査研究費

指 導 費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

海外登山補助費

事 業 費 計

2.管 理 費

給料・手当

文具・消耗品費

印刷・製本費

旅費・交通費

通信・運搬費

火災保険料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

1。 特定預金支出

長期計画積立金支出

5。 予 備 費

予 備 費

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)一 (C)

次期繰越収支差額
(B)一 (C)

10,913,000

950,000

860,000

920,000

3,500,000

200,000

2,200,000

1,600,000

5∞ ,000

3,5∞ ,000

3,000,000

28,143,000

7,6∞ ,000

150,000

2,000,000

1,300,000

1,200,000

100,000

1∞ ,000

6∞ ,000

500,000

300,000

500,000

170,000

300,000

3,500,000

160,000

750,000

1,500,000

0

500,000

21,230,000

750,000

2,000,000

1,5∞ ,000

10,617,95C

950,00C

800,00C

870,00C

3,000,00C

200,00C

2,181,00C

l,500,00C

300,00C

3,500,00C

C

23,918,95C

7,200,00C

150,00C

l,∞0,00C

7∞ ,00C

l,0∞ ,00C

100,00C

100,00C

600,00C

500,00C

300,00C

300,00C

100,00C

300,00C

3,100,00C

150,00C

700,00C

l,300,00C

C

400,00C

18,000,00C

C

3,000,00C

19800,00C

295,05C

C

60,00C

50,00C

500,00C

C

19,00C

100,00C

200,00C

C

3,000,00C

4,224,05C

400,00C

C

l,000,00C

6∞ ,00C

200,00C

200,00C

70,00C

C

400,00C

10,00C

50,00C

200,00C

C

100,00(

3,230,00(

750,00C

-1,000,00(

-300,00C

53,623,000 46,718,95C 6,904,05(

27,000 986,05C -959,05(

24,864,793 21,923,949 2,940,84`

備考科 目 予 算 額 増  減

350,

3,000,

(8)
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重広,磯野他  本会
6月 10～11日 第 8回 日本登山医学シンポジウムに協力

藤巻悦雄 (会長) 昭和大学
10月 15日  シンポジウム「登山用雨具」

安田 武,斉藤利忠他  青山学院大学

(3)講 習 会

4月 2日 山岳地図の作 り方実地講習会

講師 児玉  茂 箱根明神岳
4月 4日  山岳地図の作り方Ⅲ

講師 児玉  茂    本会
11月 18～ 19日 岩登 り講習会

講師 中山 茂樹  日和田山
1月 20～21日  冬山登山技術講習会

講師 中山 茂樹   八ヶ岳
2月 24～ 26日  スキー登山講習会         根子岳
3月 17～19日  スキー登山講習会         八甲田
3月 31～ 4月 2日 スキー登山講習会       笹ヶ峰

(4)展 覧 会

4月 8日 第 26回「この一本展」松方三郎の山の本  本会
2。 登山施設の改善,その他登山のための適切な事業

姜上高地山岳研究所を 4月 28日 ～10月 22日 まで開所
キ山に関する貴重なフィルム,ス ライ ド等の充実
丼山の高さに関する委員会 (国土地理院)への協力
丼山岳博物館準備のための資料収集と整理
キ山岳図書の充実

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
丼各大学医学部山岳部による夏山診療所の開設に協力

槍ヶ岳他 7月 ～ 8月

10月 25～ 26日  山岳遭難に対する検討会の開催    本会

4。 自然保護活動の推進

10月 7～8日  全国自然保護集会「一緒に歩いて山の自然保

護を考えよう」            戸隠
10月 ～3月 尾瀬入山規制について検討       本会

11月 17日 「冬季オリンピック新設コースを岩菅山山域 以外

の県内既存施設の改修によって実施すべきことに

関する要望書」を環境庁長官,文部大臣,長野県

知事,長野市長,長野冬季オリンピック招致委員

会,JOC会長等に提出

3月 30～31日  ヒマラヤン・アドヴェンチャー・ トラス ト

ニューデリー会議に出席

5.海外登山の企画および海外との交流

子海外登山基金の創設

5月 ～6月 婦人懇談会有志 ロンボク島リンジャニ山登山

5月 ～7月 集会委員会有志 ペルーアンデス,ワスカラン等

登山

6。 機関誌などの発行

半「山岳」第 84年 (1989年 )号の発行

姜「山岳」総索引の発行

半会報「山」第 526号～第 537号の発行

半学生部年報第 8号の発行

半「登山医学」第 9巻の発行に協力

7.国内および外国山岳団体との連絡,情報交換

キ国内関係団体 (日 山協,都岳連,そ の他)と の密接な連絡
姜海外登山団体との機関誌および情報の交換

8.その他目的を達成するために必要な事業

半タンボチェ僧院再建基金に協力

キ未来ヴィジョン設定のための会員アンケー トのまとめとこれを

踏まえた検討会の実施

(9)

平成元年度事業報告

(平成 1。 4。 1～ 2。 3。 31)

1。 登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会
の開催

(1)集会,講演会

4月 8日 第
"回

「山岳図書を語るタベ」

島田 巽,田 口二郎  本会
4月 15～16日 探索山行 (火山探索)     秋田駒ヶ岳
4月 15～16日 婦人懇談会,関西,京都支部合同懇親山行

伊吹山
4月

"日
 新入会員との日帰 リハイク       弘法山

5月 11日 講演会「自然保護考」   渡辺 兵力  本会
5月 17日 槙 有恒名誉会員の日本山岳会葬を挙行

千日谷会堂
5月 26日  支部長会議               本会

5月 26日  通常総会の開催      番町グリーンパレス

6月 2,3日 第 43回 ウェス トン祭  信濃支部  上高地

6月 16～18日 若葉会山行 (富山支部,馬場島) 大辻山

6月 28日  講演会「石間流登山術 (第 2回 )」

石間 信夫  本会

7月 22日  リンジャニ登山報告会   婦人部有志  本会

8月 26～27日  山研を考える集い       上高地山研
9月 3日  自然保護山行「富士の自然を訪ねる」

富士山五合目
10月 4日 講演会「中高年登山の救急対策」

関口 令安  本会
10月 7日  自然観察山行         黒姫山,飯綱山

10月 21日  第 21回図書交換会           本会

10月 22日  現地小集会       集会委員会  裏妙義
10月 23日  南米ペルーアンデス登山報告会

神山,嶋崎  本会

10月 25～26日  自然観察山行        秩父・四阿山

10月 28日 支部事務局担当者会議

山 陰 支 部  米子皆生グランドホテル

10月 28～29日  全国支部懇談会山陰大会

山 陰 支 部  イ白者大山

11月 12日 現地小集会             吾妻耶山

11月 11～12日 探索山行「温泉を科学する」

田中  収  渋ノ湯,唐沢鉱泉他
11月 16日 会員懇談会「新人会員のつどい」    本会

12月 2日 支部長会議               本会

12

12

12

月

月

月

年次晩餐会             私学会館

第 26回マラソン大会 (学生部)   皇居周辺

登山報告会 ウルグムスターグ,エ ヴェレス ト

北極アイスウォーク     本会

7日 冬山登山情報交換会 (学生部)

宮下秀樹他  本会

17日 現地小集会             大菩薩峠
11日 冬山報告会        学 生 部  本会

13～15日  スキー懇親会          八方尾根

4日 現地小集会              力日波山

7日  自然保護講演会      藤平 正夫  本会

17日 講演会「冬期マッキンリー登山と気象遭難」

奥山 巌,大蔵喜福他  本会

7日 第 16回新入会員オリエンテーション   本会

17日 第 18回 山岳史懇談会

吉沢一郎,望月達夫  本会

究 会

6日  シンポジウム「三国登山のタクティックス」

12月

12月

1月

1月

2月

2月

2月

3月

3月

(2)研
4月
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半山に関する貴重なフィルム,ス ライ ド,テーブ,アルバム等

の複製および貴重な資料の収集,整備,管理

半山岳資料の整理 (資料委員会)

姜山の高さに関する委員会 (国土地理院)に協力

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

キ岩場での遭難救助講習会          小川山 6月
キ夏山診療所の開設に協力      槍ヶ岳他 7月～8月

キ遭難救助講習会

姜高層気象,雪崩についての講習会

キアイスクライミング講習会

半「高所に於ける安全登山」シンポジウム

自然保護活動の推進

丼自然観察山行

キ自然観察山行

丼自然保護全国集会

半自然保護に関する講演会,シ ンポジウム

未定 11月
11月 ,12月

未定 12月
未定  3月

富士山

両神山

未定

未定 7月 ,11月
キ自然環境保全のための現地視察      裏岩菅山 5月
半自然環境保全のための現地視察      会津駒  10月
半JACの 自然保護活動の歴史の調査,編集

5。 機関誌などの発行

丼「山岳」第 85年 (1990年 )号の発行

丼「山岳」総索引の発行

丼会報「山」第 538号～第 549号 の発行

業三国合同登山公式報告書発行

半「登山医学」第 10巻の発行

丼図書目録 (追補)の発行

キ「日本の山」スライ ド第 2集の作成

丼会員名簿 1990年版の発行

6.国内および外国山岳団体との連絡,情報交換

業国内関係団体 (日 山協,都岳連,そ の他)と の密接な連絡

半海外登山団体との機関誌および情報の交換

栄ソ連パミール国際キャンプ参加 (青年部,高所登山)

7月 ～8月

半ヒマラヤン 0ア ドヴェンチャー・ トラスト国際会議の準備協

力                 10月
7.その他目的を達成するために必要な事業

キ山岳図書の拡充をはかる

キその他目的を達成するために必要な事業を行う

月

月

月

平成 2年度事業計画 (案 )

(2.4。 1～ 3。 3.31)

1。 登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

0集   会

半山岳図書を語るタベ  田村俊介    本会 4月 20日

キこの人と語ろう「山野井泰史氏」    本会 4月 26日

半山の科学に関する探索山行       未定 4月 ,9月
半剣岳合宿 (青年部)         剣岳 5月 2～6日

キ支部長会議           全共連ビル 5月 26日

丼支部事務局担当者会議      全共連ビル 5月 26日

半第 14回若葉会山行      宮城 。禿岳 6月 8～10日

半チョオユー,マ カルー登山報告会       本会 6月
丼第 44回 ウェス トン祭        上高地 6月 2,3日

キ谷川岳合宿 (青年部)    谷川岳虹芝寮 6月 2～3日

丼ビデオ鑑賞 (穂高)と ビデオ撮影法   本会 6月 22日

キ沢登 り講習会              東京近郊 7月
キ現地小集会 (石間信夫氏と歩 く)      未定 7月

半スケッチ山行               上高地 9月
キハー ドフリー講習会             未定 9月

■パミール登山報告会             未定 9月
丼ビデオ技術指導山行             本会 9月
半婦人愁談会尾瀬集会    尾瀬・長蔵小屋 10月 6～7日

半全国支部懇談会     山形・蔵王温泉 10月 13,14日

丼支部事務局担当者会議     ″       ″

半山の植物を訪ねる山行           未定 10月

半第 23回「山岳図書交換会」        本会 10月

キ岩登 り講習会              小川山 10月

業第 27回マラソン大会 (学生部)     皇居周辺 11月

キ支部長会議              本会 12月 1日

半年次晩餐会       高輪プリンスホテル 12月 1日

キ集会委員会山行             生藤山 12月

半この人と語ろう「和田城志氏」       本会 12月

キスキー集会               八方尾根 1月
姜集会委員会山行              黒斑山 2月

姜氷雪合宿 (青年部)            八ヶ岳 2月
十第 19回 「山岳史懇談会」          本会 3月
子山岳スキー講習会 (2回)      未定 2月～3月

キ新入会員オリエンテーシヨン         本会 3月

0研 究 会

半山岳地域における自然エネルギー利用に関するシンポジウム

青山学院大学 5月 12日

キ第 10回登山医学シンポジウムに協力

アルカデイア市ヶ谷 7月 14～ 15日

キエキセントリッククライミング(ト ランゴタワー,マ カルー)

に関するシンポジウム           未定 10月

十雨具に関するシンポジウム         未定  2月

|→ 展 覧 会

キ第 28回「この一本展」        本会 4月 20日

0 講 習 会

キ登山医学に関する講演会   有楽町マリオン 7月 16日

半山に於ける汚水処理に関する講演会      本会 9月
X疲労に関する講演会            本会 10月

丼「山を語る」講演会             本会 11月

2。 登山施設の改善,そ の他登山のための適切な事業

半上高地山岳研究所の開設及び改築計画の検討  4月～10月

キ山岳と登山に関する科学文献整理 (山 の科学文献目録追補作

成)

お知らせ このほど会員 小倉茂暉氏を通じ,テ レビ朝日の

ご厚意により映画「オーロラの下に」の特別観賞券が会員

一人当り2枚提供されました。

近くお手許に送付致しますので,ご利用下さい。
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オ
ー
ズ
山
脈
の
登
山
は
、
こ
こ
五

年

の
間

に
は
じ
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
本
年

一
月

こ
の
山
群
の
最
高
峰
ヴ
イ
ン
ソ
ン

（
四
八
九

七
研
）
に
、
ム
グ

・
ス
タ
ン
プ
等
の
協
力
を

得
て
最
初
の
清
掃
登
山
に
成
功
し
、
約

一
四

〇
キロ
の
ゴ
ミ
を
チ
リ
ま
で
持
ち
帰

っ
た
。
ム

グ
と
仲
間
の
ガ
イ
ド
、
ダ

ン
ク
ル
ヴ

ァ
ー
の

９
８
●
‥ξ

‐〇
〓
Ｂ
げ

の
素
晴

ら
し
い
ア
デ
イ

ア
は
、
南
極
の
聖
地
を
保
全
す
る
た
め
の
基

礎
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
Ｄ
Ｎ
は
カ
ナ
ダ
の
ヴ

ア
ン
ク
ー
バ
ー
を

基
地
と
し
て
南
極
大
陸

へ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

飛
行
を
運
営
し
て
お
り
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
登
山

に
は
過
去
に
十
七
隊
を
案
内
し
て
い
る
が
、

他
に
も
多
く
の
未
踏
の
ピ
ー
ク
が
残
さ
れ
て

い
る
。

社
当
は

ご
ｏ
Ｆ
冨
ｏＴ
Ｉ
●
ｏ
障
”ｏｏ
こ
の
ポ

リ
シ
ー
の
下
、
南
極

へ
の
登
山
の
計
画
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
左
記

へ
お
問

い
合
わ
せ
下

さ
い
。

ゝ
Ｆ鮎
く
の
“
一Ｃ
【
①
日４
①
静コミ
〇
『
Ｆ
　
Ｈ●
けの
【
い
”
針い〇
●
”
〕

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
　
目）
Ｃ
『”
”
〓①
”
Ｃ
　
∽
〔Ｈ
①
①
け）

く
”
”
８
に
く
の
Ｊ

ω
ｏ０

０
＞
Ｚ
＞
∪
＞

『
＞

，Ｘ

¨
（〇
〇
卜
）
〇
∞
∞
―
〇
∞
０
０
・

弓
①
〓
¨
（ｏ
ｏ
卜
）ｏ
∞
ω
‐
∞
ｏ
ω
∞
　
　
（Ｙ

ｏ
Ｍ
）

第
１０
回
チ
ェ
コ
山
岳
映
画
祭

来
る
九
月
十
二
―
十
六
日
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
の

〓
①言
〓
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
。
出
品
作
品
は
十
六
ミリ
、
ス
‐
パ
‐
八
ミリ
、

三
十
五
ミリ
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
の
何
れ
で
も
よ

く
、
今
回
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
賞
、
ク
ラ
イ
マ

ー
ズ
賞
、
フ
イ
ル
ム
エ
ク
ス
パ
ー
ト
賞

の
三

賞
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

参
加
申
込
み
期
限
八
月
二
十
五
日

申
込
み
先
は
左
記

ヘ

只
【ヽ
′
∽
∽
―
「
′Ｈ由
「
′
い
卜
０
　
い
ヽ
　
、「

①
づ
〓
０
０
　
Ｈ
”
鮎

ソ
ハ
①
け口
一”　
∩
）Ｎ
①
Ｏ
Ｆ
Ｏ
∽
｝〇
く
”
だ
””
ｏ

弓
①
【
¨
ト
ト
ヾ
＼Ｏ
∞
∞
Ｎ
Ｏ
　
　
　
（Ｙ

ｏ
Ｍ
）

八
千
屑
峰
十
四
座
完
成

本
会
会
員
の
画
家

・
牧
潤

一
氏
が
ヒ
マ
ラ

ヤ
八
千
口冽峰
十
四
座
を
す
べ
て
一
人
で
描
き

上
げ
、
こ
れ
ら
が
現
在
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
白

樺
高
原
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

牧
氏
は
会
報

『
山
』
や

『
山
岳
』
に
度
々

カ
ッ
ト
を
描
い
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
ご
存

知
の
会
員
も
多
い
と
思
う
。

去
る
六
月
三
日
に
は
、
こ
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
当
美
術
館
で
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
席
で
、
本
会
の
前
会
長
今
西
寿
雄
名
誉
会

員
は
、
夏
シ
ャ
モ
ニ
で
開
か
れ
る
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
初
登
頂
四
十
周
年
に
、
八
千
房
峰
初
登

頂
者
の
一
人
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
の
で
、

十
四
座
の
絵
が
載

っ
て
い
る
画
集
を
当
日
持

参
し
て
皆
に
配
り
た
い
、
と
話
し
出
席
者
の

拍
手
を
浴
び
た
。

当
美
術
館
の
一
部
に
は
民
俗
資
料
展
示
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
な
り
の
名
刀

も
陳
列
さ
れ
て
い
て
、
虎
徹
な
ど
が
鈍
い
光

を
放
ち
、
か
つ
て
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。
入
館
料
五
百
円
。

（岡
澤
祐
吉
）

名
誉
会
員
を
囲
む
会
に
際
し
て
の
沢
山
の

方
か
ら
の
寄
せ
書
き
を
嬉
し
く
繰
り
返
し
拝

見
し
ま
し
た
。
十
二
月
の
年
次
晩
餐
会
で
お

目
に
か
か
る
ま
で
、
お

一
人
の
方
も
欠
け
な

い
で
丈
夫
で
い
て
下
さ
い
と
祈

っ
て

い
ま

す
。こ

ち
ら
は
そ
ろ
そ
ろ
寒
く
薪
の
ス
ト
ー
ブ

を
た
い
て
い
ま
す
。
大
き
な
楓
の
葉
が
紅
葉

し
て
広
い
芝
生
の
上
に
舞

い
落

ち

て
き

ま

す
。で

は
お
元
気
で
。
　

　

（六
月
五
日
付
）

ソ
ハ
【
∽
・　

、「
①
【

ワ
一

ｏ　
∽
”
計
Ｏ
Ｃ

Ｐ
Ｎ

・

（Ψ
①
Ｏ
【
∞
①
　
∽
け
・
）
パ
「
い
｝
①
Ч

「
．”
『
π

）

ゝ
Ｆ
鮎
①
】
”
【
鮎
の
）
∽

ｏ
ヽ
′

・
い
〇
〇
Ｈ

）
ゝ
ｒ
Ｃ
∽
絆
Ｈ
”
〓
一
”
ｏ

（
「
．Ｆ
Ｏ
●
①

¨
Ｎ
Ｎ
【
―
ド
∞
∞
卜
）

山
本
朋
三
郎
氏

体
育
功
労
章
受
章

本
会
前
静
岡
支
部
長
、山
本
朋
三
郎
氏
は
、

二
月
十
九
日
、
静
岡
県
体
育
協
会
よ
り
、
体

育
功
労
者
と
し
て
、
功
労
章
を
受
章
し
た
。

授
章
理
由
と
し
て
は
、
戦
後
、
県
内
各
山
岳

ア
デ
レ
ー
ト
便
り

中

村
　
テ
　
ル

会
を
統
合
、
自
ら
初
代
の
県
山
岳
連
盟
の
理

事
長
と
し
て
静
岡
国
体
を
成
功
に
導
い
た
こ

と
、
ま
た
県
の
山
岳
遭
難
対
策
委
員
会
を
結

成
し
、
安
全
登
山
の
啓
蒙
普
及
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。
　

（Ｙ

・
Ｍ
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
　
ペ
ダ

ル
越
え

深
町
　
達
也
著

笑
っ
て
よ
、
北
極
点

和
泉
　
雅
子
著

生
活
が
豊
か
に
な
り
、
そ
こ
そ
こ
に
国
際

化
が
進
み
、
誰
も
が
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
日
本
人
が
増
え
て
き
た
。

日
本
は
、
そ
の
経
済
活
動
の
ゆ
え
に
今
日
の

豊
か
さ
を
手
に
し
、
し
か
し
、　
一
方
で
は
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク

・
ア
ニ
マ
ル
よ
ば
わ
り
さ
れ
て

も
い
る
。
だ
か
ら
、
カ
ネ
儲
け
以
外
の
こ
と

で
海
外
に
出
て
行

っ
て
活
動
す
る
日
本
人
お

お
い
に
結
構
、
大
歓
迎
と
い
う
わ
け
で
、
二

冊
の
本
を
紹
介
し
た
い
。

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
ペ
ダ
ル
越
え
』
は
文
字
通

り
自
転
車
を
こ
い
で
中
国
側
か
ら
チ
ベ
ッ
ト

を
通
り
、
ネ
パ
ー
ル
側
に
抜
け
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
・
ツ
ア
ー
の
体
験
記
。
卒
業
記
念
の

紹

介

図

書

(11)
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夏
休
み
旅
行
と
は
い
え
、
準
備
に
は
相
当
の

手
間
と
カ
ネ
を
か
け
て
い
る
。
ラ
サ
を
過
ぎ

て
か
ら
の
い
く
つ
か
の
難
関
で
あ
る
峠
越
え

の
部
分
は
、
さ
す
が
に
迫
力
が
あ
る
。
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
み
ち

の
り
、
そ
し
て
あ
こ
が
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰

々
を
前
に
し
た
と
き
の
感
動
は
、
自
ら
の
足

で
到
達
し
た
こ
と
へ
の
感
動
で
も
あ
っ
た
。

今
は
長
距
離
用
の
い
い
自
転
車
が
で
て
き
た

の
で
、
昔
か
ら
く
ら
べ
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
と

安
心
し
て
、
快
適
な
旅
行
が
で
き
る
が
そ
れ

に
し
て
も
、
体
力
と
強
靱
な
胃
袋
と
、
圧
盛

な
好
奇
心
、
そ
し
て
最
後
に
は
や
っ
ぱ
り
強

い
精
神
力
が
必
要
だ
。

も
う

一
冊
の

『
笑

っ
て
よ
、
北
極
点
』
は

ペ
ダ
ル
越
え
と
は
対
照
的
な
冒
険
記
録
。
飛

行
機
を
使

っ
て
食
糧
を
運
び
、
無
線
で
交
信

し
な
が
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
の
人
材

（複
数
）
を

雇

っ
て
の
そ
り
旅
行
だ
。
め
ざ
す
目
的
は
北

極
点
。
そ
り
の
道
を
さ
が
し
な
が
ら
、　
つ
く

り
な
が
ら
ひ
た
す
ら
前
進
し
て
ゆ
く
の
だ
が

来
る
日
も
来
る
日
も
氷
の
状
態
と
、
テ
ン
ト

の
中
で
ど
ん
な
生
活
を
し
た
か
の
記
述
が
く

り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
女
優
で
も
あ
る
著
者

は
、
な
ぜ
女
優
が
北
極
点
を
め
ざ
す
の
か
、

と
の
周
囲
の
問
い
に
、
自
分
で
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
と
に
か
く
行

っ
て
み
た
い
、
と

い
い
、
遂
に
そ
の
北
極
点
に
立

っ
た
時
、
が

ん
ば

っ
て
、
が
ん
ば

っ
て
目
標
に
向
か
っ
て

や
り
抜
く
意
志
こ
そ
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に

気
づ
く
。

本
紙
を
読
ん
で
い
て

「ぎ
よ
っ
と
」
し
た
事
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ

さ
ん
の
書
い
た
尾
瀬
で
の
小
便
事
件
で
す
。
も
し
私
が
同
行
し
て

い
た
ら
、
並
ん
で
連
れ
小
便
で
も
し
た
か
も
…
…
と
い
う
妄
想
に

ふ
と
取
り
付
か
れ
た
の
で
す
。

私
が
盛
ん
に
山

へ
登
っ
て
い
た
の
は
丁
度
戦
争
前
後
で
、
世
の

中
は
混
乱
し
、
街
は
疲
弊
し
て
お
り
、
毎
朝
鼻
を
つ
ま
ん
で
し
ゃ

が
み
込
み
、
奈
落

へ
物
を
落
と
す
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
頃
で

し
た
。
山

へ
登
っ
て
何
と
も
言
え
ぬ
解
放
感
を
味
わ
う
事
が
無
上

の
楽
し
み
で
し
た
。
山
の
頂
上
か
ら
天
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
こ

と
、
ま
た
広
い
原
野
で
き
じ
を
射

つ
こ
と
も
共
々
山
行
の
楽
し
み

の
一
つ
で
し
た
。
「何
所
と
や
ら
え
番
兵
た
て
て
お
花
畑
で
き
じ

を
射

つ
。」
な
ぞ
と
ざ
れ
歌
ま
で
作

っ
て
歌

っ
た
も
の
で
す
。
あ

の
頃
山
に
は
人
も
少
な
か
っ
た
し
、
そ
ん
な
不
都
合
を
し
て
も
三

尺
流
れ
れ
ば
澄
む
、
で
済
ま
せ
ら
れ
た
の
で
し
よ
う
。

だ
ん
だ
ん
世
の
中
も
落
ち
着
き
、
山

へ
行
く
人
も
増
え
て
き
た

の
に
つ
れ
て
私
の
足
は
山
か
ら
遠
の
き
ま
し
た
。
山
が
だ
ん
だ
ん

荒
れ
て
行
く
話
を
聞
く
に
つ
れ
ま
す
ま
す
山
に
行
か
な
く
な
り
ま

し
た
。
昔
の
清
ら
な
山
の
印
象
を
壊
し
た
く
な
い
、
な
ん
ぞ
と
言

う
ぜ
い
沢
な
気
持
ち
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
し
た
。

そ
し
て
私
は
浦
島
太
郎
然
と
三
十
余
年
ぶ
り
に
再
び
山

へ
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
は
人
が

一
杯
で
し
た
。
そ
し
て
皆
楽
し

そ
う
に
登
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
良
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

が
、
山
は
想
像
以
上
に
汚
れ
て
、
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
山
々
は
自

然
の
浄
化
作
用
で
は
処
理
で
き
ぬ
状
態
の
よ
う
で
す
。
ま
た
せ
っ

か
く
作

っ
て
あ
る
便
所
も
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
な
の
か
、
手
入
れ
不

良
な
の
か
、
ど
こ
も
臭
気
ふ
ん
ぷ
ん
。

清
ら
な
山
を
再
び
望
む
の
は
無
理
と
し
て
も
、
多
く
の
人
達
が

何
時
ま
で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
山
を
保
持
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
考
え
ま
し
た
。
先
ず
山

へ
行
く
人
々
の
モ
ラ
ル
の
向
上
が

第
二
。
所
か
ま
わ
ず
ご
み
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
お
し
っ
こ

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
む
や
み
に
動
植
物
を
取

っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
い
け
ま
せ
ん
。

第
二
に
山
で
糧
を
得
る
人
は
個
人
企
業
団
体
を
問
わ
ず
、
山
で

稼
ぐ
権
利
を
主
張
す
る

一
方
、
山
の
保
全
に
貢
献
す
る
責
務
を
持

た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
山
を
美
し
く
保
ら
た
め
、
心
の
こ
も
っ
た

設
備
、
奉
仕
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

英
語
で
言
う
コ
ー
ポ

レ
イ
ト
シ
チ
ズ
ン
シ
ツ
プ
の
考
え
方
を
も

っ
と
世
論
と
し
て
定
着
さ
せ
ら
れ
た
ら
良
い
が
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
役
所
で
や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
。
例
え
ば
尾

瀬
の
下
水
処
理
な
ぞ
小
屋
の
負
担
で
と
か
、
入
山
料
を
取

っ
て
ど

う
こ
う
な
ぞ
言
わ
な
い
で
、
今
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
向
う
十
年
間
に

使
う
何
百
兆
と
か
の
公
共
事
業
投
資
の
中
に
組
み
込
め
ぬ
も
の
で

す
か
ね
。
シ
ー
ズ
ン
に
は
日
に

一
万
人
も
の
人
が
行
く
そ
う
で
す

か
ら
ま
さ
に
都
会
並
み
。
山
で
必
要
な
公
共
事
業
費
は
そ
の
他
も

ど
ん
ど
ん
計
上
し
て
も
ら
え
ぬ
も
の
で
し
よ
う
か
。

（ね
ぼ
け
ま
な
こ
の
浦
島
太
郎
）

〔自
然
保
護
随
想
〕

一　

寸
　
臭

ペ
ダ
ル
旅
行
の
方
は
、
そ
の
気
に
な
れ
ば

可
能
性
が
あ
る
が
、
北
極
点
行
き
は
ま
ず
で

き
な
い
こ
と
、
と
い
う
の
が
読
後
の
感
想
。

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
ペ
ダ
ル
越
え
』

一
九
八
九

年
二
月
　
文
芸
春
秋
社
刊
　
定
価

一
五
〇

〇
円

『
笑

っ
て
よ
、
北
極
点
』
　

一
九
八
九
年

八
月
　
文
芸
春
秋
社
刊
　
定
価

一
〇
〇
〇

△
　
　
　
△
　
　
　
△

レ

舌
Ｈ

書
ロ

円

（
田
口
幸
子
）
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名
誉
会
員
懇
談
会

二
月
十
九
日
（土
）在
京
、
地
方
在
住
合
わ

せ
て
十
名
の
名
誉
会
員
、
執
行
部
か
ら
は
正

副
会
長
、
常
務
理
事
、
常
任
評
議
員
を
合
わ

せ
二
十
名
か
ら
な
る
会
合
が
銀
座
の
交
詢
社

で
行
わ
れ
た
。

在
任

一
年
を
迎
え
る
会
長
か
ら
、
日
常
は

会
務
に
追
わ
れ
、
名
誉
会
員
の
方
々
と
ゆ
っ

く
り
ご
意
見
を
う
け
た
ま
わ
る
機
会
も
な
い

し
、

「名
誉
会
員
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
後

進
に
任
せ
て
、
会
務
に
つ
い
で
は
発
言
を
遠

慮
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言

っ
た
見
解
も
あ
る

や
に
聞
き
及
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
近
年
の

老
人
対
策
は
敬
し
て
遠
ざ
け
る
こ
と
で
は
な

く
、
長
老
に
生
き
甲
斐
を
持
た
せ
る
こ
と
だ

と
も
理
解
し
て
お
り
、
若
い
現
場
部
隊
に
直

接
長
老
か
ら
ご
意
見
や
指
示
を
さ
れ
る
こ
と

は
差
し
控
え
て
頂
く
と
し
て
も
、
年
と
共
に

若
干
図
々
し
く
な
っ
て
き
た
私
達
に
は
、
大

所
高
所
か
ら
、
会
の
運
営
に
つ
い
て
日
頃
お

考
え
頂
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
頂
く
た
め

に
こ
の
会
を
催
し
た
こ
と
の
趣
旨
説
明
が
あ

っ
た
。

ご
意
見
を
引
き
だ
す
意
味
で
、
過
去

一
年

間
の
で
き
ご
と
と
し
て
、
裏
岩
菅
山
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
コ
ー
ス
、
海
外
登
山
基
金
の

運
用
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
環
境
保
護
に
か
か

わ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ト

ラ
ス
ト
、
会
員
資
格
と
若
返
り
、
高
齢
化
対

策
、
会
組
織
の
見
直
し
、
名
誉
会
員
選
考
に

係
る
問
題
等
が
話
題
と
し
て
提
出
さ
れ
、
こ

れ
に
対
し
て
広
範
囲
に
亘
っ
て
出
席
名
誉
会

員
か
ら
有
益
な
ご
意
見
を
う
け
た
ま
わ
る
こ

と
が
で
き
た
。

時
間
的
制
約
も
あ
っ
て
、
出
席
さ
れ
た
方

々
全
員
の
ご
意
見
を
お
聞
き
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
、
せ
っ
か
く
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方

々
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
会
合
だ
け
で
な
く
、
折
に
ふ
れ
て

（例
え
ば
土
曜
会
な
ど
も
そ
の
よ
う
な
場
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
）
的
確

な
叱
正
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

一
本
社
ヶ
丸

一

懇
親
山
行

婦
人
懇
談
会

五
月
三
日
、
心
配
し
て
い
た
空
模
様
も
笹

子
に
着
い
た
時
は
薄
日
が
も
れ
て
、
赤
松
氏

を
先
頭
に
駅
前
の
林
道
を
進
み
船
橋
沢
に
沿

う
よ
う
に
入
る
。

い
つ
の
間
に
か
治
山
用
堤
防
が
で
き
て
い

て
戸
惑

っ
て
し
ま
う
。
壊
れ
た
導
標
が
あ
り

尾
根
に
と
り
つ
く
。
胸
を
突
く
よ
う
な
急
登

が
し
ば
ら
く
続
き
、
車
道
を
横
ぎ
り
雪
笹
、

ツ
ク
バ
ネ
草
、
花
筏
な
ど
思

っ
た
よ
り
花
が

多
く
赤
松
氏
よ
り
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
き
疲

れ
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
樹
林
帯
を
し
ば
ら
く

登
り
樅
や
撫
の
稜
線
に
出
る

（鶴
ヶ
鳥
屋
山

分
岐
）。
か
る
く
食
事
を
す
ま
せ
た

あ
と
は

尾
根
通
し
、
三
つ
の
ピ
ー
ク
を
越
せ
ば
本
社

ヶ
丸
で
あ
る
。
原
生
林
は
緑
が
と
て
も
あ
ざ

や
か
で
明
る
く
や
さ
し
い
。
大
き
く
伸
び
た

破
れ
傘
の
葉
と
、
ま
だ
幼
い
矢
車
草
の
紅
色

の
葉
が
美
し
く
入
り
ま
じ
っ
て
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。
緑
の
中
に
浮
い
た
よ
う
に
自

い
花
を
つ
け
た
大
ヵ
メ
ノ
本

が

ま
た
美
し

く
、
眼
前
に
三
ツ
峠
、
御
正
体
そ
し
て
富
士

山
も
見
え
足
も
軽
く
な
る
。

足
下
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
が

愛
ら
し
く
ひ
と
登
り
で
本
社
ヶ
丸
山
頂
で
あ

る
。
狭
い
が
三
角
点
が
あ
り
、
富
士
山
を
見

て

「
ハ
イ
チ
ー
ズ
」
。

岩
場
を
少
し
下
り
三
十
分
で
清
八
峠
に
着

く
。
あ
と
は
ジ
グ
ザ
グ
の
赤
土
の
下
り
で
奥

野
川
沿
い
の
林
道
に
出
る
。
沢
の
水
を
土
産

に
水
筒
に
入
れ
て
甲
州
街
道

へ
、
こ
こ
も
堤

防
工
事
で
道
が
変
り
何
と
も
淋
し
い
か
ぎ
り

で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
始
め
皆
さ
ん
の
暖
か
い

お
心
遣
い
に
新
会
員

も
楽
し
い
山
行

で
し

た
。〔参

加
者
〕

赤
松
光
　
大
塚
玲
子
　
高
澤

佐
重
子
　
官
澤
美
渚
子
　
川
合
愛
子
　
小
澤

み
ち
子
　
菅
沼
景
子
　
須
藤
節
子
　
柴
田
初

子
　
穴
田
雪
江
　
原
田
恵
子

（原
田
恵
子
）

秋
田
支
部
総
会

・
山
行
報
告

平
成
二
年
度
の
秋
田
支
部
総
会
は
、
去
る

四
月
十
四
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、
田
沢

湖
町
の
秘
湯

″鶴
の
湯
温
泉
〃
に
お
い
て
会

員
十
四
名

（非
会
員
を
含
む
）
出
席
の
も
と

に
開
催
さ
れ
た
。主
な
る
内
容
は
次
の
通
り
。

○
平
成
元
年
度
事
業
報
告

○
平
成
元
年
度
決
算
監
査
報
告

○
平
成
二
年
度
事
業
計
画

山
行

（春

・
貝
吹
岳
と
院
内
岳
、
夏

。
大

仏
岳
、
秋

・
奥
官
岳

と
金
峰
山
）
、　
全
国
集

会

（主
管
は
山
形
）
、　
会
報
発
行
二
回
、　
そ

の
他
。

○
平
成
二
年
度
予
算
案

二
十
六
万
円

（年
会
費
千
円
十
本
会
還
元

金
で
運
営
）

○
規
約
改
正
　
慶
弔
規
定

（第
十
八
条
）
を

新
設
。

○
支
部
会
員
確
認

五
十
五
名

（新
入
会
員

一
名
、退
会

一
名
）

以
上
承
認
さ
れ
続
い
て
役
員
改
選
、
そ
し

て
恒
例
の
懇
親
会
が
夜
遅
く
ま
で
開
催
さ
れ

た
が
、
こ
の
夜
日
本
テ
レ
ビ

″火
曜
サ
ス
ペ

ン
ス
〃
の
ロ
ケ
が
あ
り
、
入
浴
シ
ー
ン
に
会

員
が
出
演
す
る
な
ど
、
と
ん
だ
ハ
プ

ニ
ン
グ

で
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

▽
新
役
員
は
次
の
通
り

支
部
長

（岡
田
光
行
）
、　
副
支
部
長

（進

藤
昭
）
、
常
務
委
員

（佐
藤
兼
治
、
佐
々
木

民
秀
）
、
委
員

（北
林
嘉
鶴
子
、　
高
橋
守
、

佐
藤
昭
義
、
宮
田
菊
雄
、
鈴
木
要
三
）
、
監

事

（藤
原
健
、
打
矢
道
雄
）

な
お
、
こ
の
日
は
春
山
会
山
行
と
し
て
、

仙
岩
峠
真
上
の
貝
吹
岳
に
登
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
中
止
。
翌
十
五
日
、
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も
う

一
つ
計
画
さ
れ
た
田
沢
湖
外
輪
の
主
峰

〃院
内
岳
〃
に
登
っ
た
。

大
沢
の
集
落
よ
り
林
道
を
車
で
登
り
、
途

中
よ
り
主
稜
線
上
の
薬
師
峠
ま
で
立
派
な
道

を
、　
ス
イ
ス
村
か
ら
流
れ
る
ヨ
ー
デ
ル
を
聞

き
な
が
ら
辿
る
。
山
頂
の
基
部
よ
り
は
道
は

な
く
ヤ
ブ
漕
ぎ
と
な
る
が
、
今
後
の
登
山
者

の
た
め
に
、
山
頂
の
一
〇
〇
口月
近
く
ま
で
刈

払
い
を
す
る
。
ヤ
ブ
と
樹
木
で
眺
望
の
悪
い

山
頂
で
三
角
点
を
掘
り
起
し
、
本
年
の
支
部

初
山
行
を
祝
う
。
　

　

　

（佐
々
木
民
秀
）

福
岡
支
部
の
行
事
は
、
四
季
の
山
行

（年

四
回
）
と
、
年
次
新
年
会
。
今
春
か
ら

″岳

人
の
つ
ど
い
″
も
始
め
た
。
こ
れ
は
福
岡
支

部
が
世
話
人
を
務
め
、
会
派

・
組
織
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
岳
人
ど
う
し
の
つ
な
が
り
を

求
め
る
こ
と
と
し
、
多
く
の
人
達
に
声
を
か

け
楽
し
い
懇
談
の
集
り
と
し
て
ゆ
き
た
い
。

三
月
に
は
公
開
講
演
会
を
開
い
て
い
る
。
こ

れ
も
会
員
外
に
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
平
成

元
年
度
は

「中
高
年
者
の
登
山
と
健
康
」
に

つ
い
て
、
会
員
の
脇
坂
順

一
氏
を
講
師
と
し

て
開
催
し
好
評
だ
っ
た
。

平
成
二
年
二
月
に

″福
岡
支
部
事
務
局
だ

よ
り
″
の
一
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が

で
き

た
。
年
二
回
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
。
役
員

会
は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
の
午
後
開
き
、
支

部
の
着
実
な
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

福
岡
支
部
だ
よ
り

平
成
元
年
度
か
ら
、
戦
後

（昭
和
二
十
年

以
降
）
の
九
州
登
山
年
表
の
作
成
を
計
画
し
、

編
纂
委
員
会
を
中
心
に
準
備
に
か
か

っ
て
い

る
。
た
い
へ
ん
な
こ
と
な
の
で
、
各
支
部
、

各
山
岳
会
等
の
ご
協
力
を
仰
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

今
年
か
ら
、
ソ
連
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

の
ク
リ
ュ
チ
ュ
フ
ス
カ
ヤ
山
を
オ
ー
プ

ン
し

た
の
で
、
平
成
三
年
に
福
岡
支
部
か
ら
登
山

隊
を
送
り
出
せ
る
よ
う
準
備
委
員
会
を
今
年

か
ら
発
足
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

今
後
と
も
、
本
部

・
各
支
部
の
ご
指
導
を

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

支
部
会
員
は
、
平
成
二
年
五
月
末
で
百
十

名
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（深
田
泰
三
）

熊
本
支
部
総
会
報
告

平
成
二
年
度
の
支
部
総
会
は
、
二
月
十
三

日
（日
）午
前
十

一
時
か
ら
、
熊
本
市
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
会
館
会
議
室
で
十
三
名

（委
任
二
十
名
）

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
奥
野
支
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
支
部

長
を
議
長
に
選
出
し
て
審
議
に
移

っ
た
。

あ
ら
か
じ
め
配
付
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い

て
、
事
務
局
よ
り
提
出
議
案
の
説
明
が
行
な

わ
れ
る
と
い
う
形
で
審
議
は
進
め
ら
れ
た
。

平
成
元
年
度
の
事
業
報
告
の
な
か
で
は
、

支
部
結
成
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
支
部
報
第

一
号
の
発
行
が
目
立

っ
た
。

ま
た
平
成
二
年
度
予
算
に
関
連
し
て
、
支

部
報
の
発
行
に
伴
う
財
源
措
置
と
し
て
新
た

に
支
部
費
の
徴
収
が
提
案
さ
れ
、
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

（支
部
規
約
改
正
条
文
に

つ
い
て
は
後
日
の
委
員
会
に

一
任
）

平
成
二
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
通
り
。

○
例
会

八
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
山
の
映
画
会

十
月
二
十
七
日
―
二
十
八
日
　
秋
季
山
行

一
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
新
年
晩
餐
会

二
月
二
十
四
日
―
二
十
五
日
　
春
季
山
行

日
時
未
定
　
　
　
　
　
　
　
山
の
写
真
展

○
支
部
報
第
二
号
の
発
行

総
会
終
了
後
、
午
後

一
時
か
ら
別
室
で
懇

親
会
を
行

っ
た
。
新
緑
の
美
し
い
庭
園
を
眺

め
な
が
ら
、
午
後
の
一
時
を
ゆ
っ
く
り
と
く

つ
ろ
い
だ
。
　
　
　
　
　
　
（田
上
敏
行
）

五
月
理
事
会

五
月
十
七
日
　
十
八
時
三
〇
分
―

場
所
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
村
木
、
藤
平
両
副
会

長
、
松
田
、
重
広
、
入
沢
、
穴
田
、
小
倉
、

伊
丹
、
松
本
、
小
林
、
織
田
沢
、
石
橋
、
藤

井
各
理
事
、
橋
本
、
小
倉
、
大
森
各
常
任
評

議
員
、
飯
野
監
事

委
任
出
席
　
西
村
、
山
本
、
早
坂
、
藤
本
各

理
事
、
鳴
原
常
任
評
議
員
、
大
田
監
事

田
海
外
登
山
基
金
、
平
成
二
年
度
助
成
承
認

の
件

二
月
十

一
日
開
催
の
海
外
登
山
基
金
委
員

会
の
審
議
結
果
に
つ
き
報
告
が
あ
り
、
申
請

の
あ
っ
た
四
件
の
う
ち
、
次
の
二
隊
に
つ
き

助
成
金
の
割
り
当
て
を
行
い
た
い
旨
説
明
が

あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

①
東
海
支
部
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業

日
中
友
好
天
山
山
脈
雪
蓮
峰
登
山
隊

…
…

一
、
五
〇
〇
、○
○
○
円

②
高
所
登
山
委
員
会

・
青
年
部
共
催

日
本
山
岳
会
第

一
次
パ
ミ
ー
ル
登
山
隊

…
…

一
、○
〇
〇
、○
○
○
円

②
篠
田
名
誉
会
員
に
関
す
る
要
望
書
の
件

二
月
十
四
日
付
、
石
岡
、
石
原
両
会
員
よ

り
再
度
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
件

に
関
し
二
月
十
七
日
午
後
、
名
古
屋
市
に
お

い
て
藤
平
副
会
長
、
橋
本
常
任
評
議
員
の
二

名
が
東
海
支
部
尾
上
支
部
長
、
中
世
古
副
支

部
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
石
岡
氏
と

面
談
し
た
。
席
上
藤
平
氏
よ
り
、
双
方
の
主

張
を

『
山
』
に
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

件
は
終
結
す
る
こ
と
に

し
た

い
旨
申
し
出

て
、
種
々
質
疑
応
答
を
行

っ
た
が
、
最
終
的

に
は
合
意
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

寺

午

も

，
い
こ
丁
Ｌ

で
人
事
鰤
ま

し

ょ
「『

ｏ
会

務
報
告
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０
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
、
デ
ナ
リ
パ
ス
に
自
記
風

速
計
を
設
置
す
る
件

科
学
研
究
委
員
会
大
蔵
委
員
等
が
計
画
し

て
い
る
本
件
に
つ
い
て
は
、
趣
旨
に
つ
い
て

は
賛
同
。
た
だ
し
本
日
は
担
当
の
関
口
理
事

が
欠
席
の
た
め
、
後
日
内
容
確
認
を
行

っ
て

か
ら
決
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

〔注
〕

本
件

「
①【日
〓
①
の
サ
イ
ン
は
大

蔵
喜
福
会
員
が
行
い
、
会
と
し
て
は
、
計

画
を
支
援
し
て
い
る
旨
の
推
薦
状
を
発
行

す
る
こ
と
に
し
た
。

四
タ
ン
ボ
チ
エ
僧
院
再
建
募
金
の
件

本
会
の
募
金
額
累
計
は
、
二
六
六
万
円
に

達
し
た
が
、
日
本
側
の
募
金
目
標
の
一
〇
〇

〇
万
円
に
は
程
遠
い
。
近
く
工
事
が
着
工
と

の
こ
と
な
の
で
、
日
山
協
も
含
め
て
何
と
か

五
〇
〇
万
円
を
目
標
に
募
金
の
追
い
込
み
に

か
か
り
た
い
旨
、
伊
丹
理
事
よ
り
説
明
が
あ

っ
た
。

国
各
委
員
会
報
告

○
自
然
保
護

（松
本
）

六
月
十
七
日
、
富
士
自
然
観
察
山
行
。
七

月
十
七
日
、
村
木
副
会
長
を
講
師
に
講
演
会

を
予
定
。

○
資
料

（織
田
沢
）

国
土
地
理
院
の

「写
真
と
地
図
で
見
る
日

本
の
山
岳
展
」
に
つ
い
て
は
、
武
田
久
吉
、

中
村
テ
ル
両
氏
愛
用
の
地
図
保
管
函
と
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
地
図
を
出
展
し
た
。

◎
総
務

（藤
井
）

本
年
の
ル
ー
ム
の
夏
期
休
室
は
八
月
十
三

―
十
八
日
と
し
た
い
。

○
山
岳

（大
森
）

原
稿
依
頼
を
行

っ
た
が
返
事
が
な
く
困

っ

て
い
る
。
海
外
登
山
記
録
に
つ
い
て
は
、
伊

丹
理
事
が
協
力
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ｏ
山
研

（石
橋
）

四
月
二
十
八
日
―
十
月
二
十
七
日
、
開
所

の
予
定
。

○
集
会

（入
沢
）

六
月
九
―
十
日
の
若
葉
会
山
行
は
、
東
京

か
ら
四
十
名
、現
地
十
八
名
が
参
加
の
予
定
。

指
導
者
賠
償
責
任
保
険
は
、
四
月
二
十
五

日
に
加
入
調
印
を
行

っ
た
。

○
高
所

（重
広
）

ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
で
マ
カ
ル
ー
を

目
指
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
中
、
大
西
宏
氏

が
登
頂
し
た
模
様
。

○
会
報

（小
倉
）

各
委
員
会
の
行
事
報
告
は
、
必
ず
送

っ
て

欲
し
い
。

０
そ
の
他

①
五
月
二
十
六
日
の
支
部
長
会
議
の
議
事
内

容
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
。

②
五
月
十
九
日
開
催
予
定
の
名
誉
会
員
を
囲

む
会
の
概
要
説
明
。

③
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ヴ
エ
ン
チ
ャ
ｌ

ｏ
ト

ラ
ス
ト
の
準
備

二
月
十
四
日
に
予
備
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ

た
が
、
二
月
二
十
九
日
に
次
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
予
定
。

④
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
登
頂
四
十

年
祭
に
は
、
マ
ナ
ス
ル
登
頂
者
の
今
西
寿
雄
、

日
下
田
実
両
氏
が
出
席
の
予
定

（他
に
田
部

井
淳
子
氏
も
招
待
さ
れ
て
い
る
）。

⑤
田
中
三
郎
会
員
よ
り
、
本
会
制
定
の

「
三

百
名
山
」
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
使
用
し
た
い

旨
望
月
名
誉
会
員
を
通
じ
て
連
絡
あ
り
、
本

件
了
承
す
る
。

⑥
富
山
県
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
中
沖
豊
会

長

（富
山
県
知
事
）
よ
り
二
月

十

四
日
付

「山
岳
遭
難
事
故
防
止
に
つ
い
て
」
の
依
頼

文
書
が
届
い
た
の
で

『
山
』
に
全
文
を
掲
載

し
て
、
会
員
各
位
に
伝
え
る
こ
と
に
す
る
。

―
支
部
長

・
支
部
事
務
担
当
者
合
同
会
議
―

平
成
二
年
二
月
二
十
六
日
（土
）

十
時
―
十
五
時
三
十
分

場
所
　
東
京
平
河
町
　
全
共
連

ビ
ル
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
村
木
、
藤
平
両
副
会

長
、
総
務
担
当
、
松
田
、
藤
井
理
事
、中
川
、

南
川
、坂
本
総
務
委
員
、
∧
北
海
道
∨
藤
野
、

中
嶋
、
∧
岩
手
∨
佐
藤
、
二
上
、
∧
秋
田
∨

岡
田
、
佐
藤
、
∧
山
形
∨
村
上
、
∧
官
城
∨

庄
司
、
佐
々
木
、
∧
福
島
∨
中
嶋
、
野
地
、

∧
越
後
∨
佐
藤
、
山
田
、
∧
信
濃
∨
赤
羽
、

金
子
、
∧
山
梨
∨
斉
藤
、
∧
静
岡
∨
安
間
、

横
井
、
∧
東
海
∨
湯
浅
、
徳
島
、
∧
岐
阜
∨

松
井
、　
高
木
、　
∧
京
都
∨
岩
坪
、　
上
原
、

∧
富
山
∨
若
林
、
石
坂
、
∧
石
川
∨
小
林
、

徳
田
、
∧
関
西
∨
阿
部
、
水
谷
、
∧
山
陰
∨

吉
川
、　
中
井
、　
∧
福
岡
∨
権
藤
、　
深
田
、

∧
熊
本
∨
奥
野
、　
本
田
、　
∧
東
九
州
∨
梅

木
、
西
、
∧
宮
崎
∨
、
魚
本
、
服
部

他
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
松
本
、
織
田

沢
、
穴
田
の
各
理
事
、
大
島
、
小
倉
、
吉
村
、

井
上
の
各
評
議
員
　
　
　
　
以
上
五
十
四
名

▼
議
事

田
会
長
挨
拶
‥
…
…
…
…
…
…
・山
田
会
長

②
会
務
報
告
な
ら
び
に
要
望
事
項
…
松
田
常

務
理
事

昨
年
十
月
、
米
子
で
開
催
の
支
部
事
務
局

担
当
者
会
議
の
席
上
、
年
二
回
開
催
の
支
部

長
会
議
の
中
、　
一
度
は
事
務
担
当
者
会
議
と

合
同
で
開
催
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望
で
あ
っ

た
の
で
今
回
の
合
同
会
議
を
開
催
し
た
と
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
総
務
担
当
理
事
の
立
場

で
、
支
部
と
の
関
連
で
の
報
告
な
ら
び
に
要

望
事
項
が
述
べ
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
本
会
に
は
昭
和
四
十

一
年
四

月
に
制
定
さ
れ
た
支
部
設
立
並
び
に
運
営
等

に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
支
部
運
営

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
第
十
三
条

に
、
支
部
総
会
の
開
催
時
期
が
四
月
十
五
日

迄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
月
十
五
日
迄

と
改
訂
致
し
た
い
。

支
部
役
員
の
呼
称
等
に
つ
い
て
も
、
こ
の

規
定
に
準
じ
て
決
め
て
欲
し
い
。
ま
た
副
支

部
長
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
ふ
れ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
必
要
で
あ
れ
ば

つ
け
加
え
た

い
。
支
部
還
元
金
に
つ
い
て
は
、
本
日
配
付

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
出
力
し
た
支
部
会
員

の
名
簿
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
、
確
認
し

て
欲
し
い
。

(15)



(第二種郵便物認可)山  541-199007020

こ
れ
に
対
し
、
支
部
側
よ
り

「支
部
設
立

な
ら
び
に
運
営
等
に
関
す
る
規
定
」
の
中
に

は
、
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
も
あ
り
、
支
部

の
自
主
性
を
抑
え
る
よ
う
な
個
所
も
あ
る
と

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
松
田

理
事
か
ら
は
、
こ
の
規
定
の
第
二
章
「
運
営
」

に
関
す
る
部
分
は
、
支
部
運
営
上
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
あ
り
、
そ
の
点
を
ご
理
解
の
上
実

施
し
て
欲
し
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
本
件
は
次
回
の
会
議
ま
で
に
再

検
討
を
行
い
、
慎
重
に
す
す
め
る
こ
と
に
す

る
。

０
支
部
現
況
報
告
…
…
…
…
…
各
支
部
長

配
布
資
料
に
も
と
づ
き
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
中
、
本
年
度
よ
り
支
部
長
、
事
務
担
当

者
の
変
更
に
な
っ
た
支
部
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

▽
支
部
長
交
替

（北
海
道
）
橋
本
誠
二
↓
小
須
田
喜
夫

（山
』
碑陰
）
港
叶
↓
吉
川
暢

一

（東
九
州
）
故
野
口
秋
人
↓
梅
木
秀
徳

（東
　
海
）
尾
上
昇
↓
湯
浅
道
男

▽
副
支
部
長
を
置
い
て
い
る
支
部

（北
海
道
）

芳
賀
孝
郎
、　
佐
々
木
孝
雄
、

（秋
田
）
進
藤
昭
、

（福
島
）
川
又
恒

一
、

（越
後
）
上
村
幹
雄
、
（信
濃
）
田
中
弘
美
、

（東
海
）
鈴
木
常
雄
、
野
呂
邦
彦

（京
都
）

岩
坪
五
郎
、
（福
岡
）
吉
村
健
兄

（東
九
州
）

宇
都
官
隆
史
、
（熊
本
）本
田
誠
也
、
（宮
崎
）

大
谷
優

▽
事
務
担
当
者
交
替

（北
海
道
）
平
野
明
↓
小
林
年

（信
　
濃
）
田
中
弘
美
↓
金
子
丞
二

（岐
　
阜
）
藤
井
洋
↓
高
木
基
揚

（京
　
都
）
四
手
井
靖
彦
↓
杉
山
イ
タ
ル

（山
　
陰
）
井
上
豊
重
↓
中
井
俊
二

な
お
本
年
度

の
支
部
主
要
行
事
と

し

て

は
、
次
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
。

（山
形
）
１０

ｏ
ｌ３
１
１４
全
国
支
部
懇
談
会

（越
後
）
６

ｏ
ｌ６
１
１７
海
谷
山
塊
の
駒
ヶ
岳

親
睦
登
山
、
『越
後
山
岳
』
復
刻
版

の
発

行
。

（信
濃
）
６

・
２
１
３
第
四
十
四
回
ウ
エ
ス

ト
ン
祭
の
開
催
。

（東
海
）
支
部
創
立
三
十
周
年
記
念
海
外
登

山
隊
二
隊

を
派
遣
、
『
名
古
屋
か
ら
見
え

る
山
々
』
記
念
出
版
。

（岐
阜
）
支
部
創
立
二
十
周
年
記
念
恵
那
山

登
山
。

（京
都
）
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
登
山
の
実
施
。

（富
山
）
平
成
三
年
度
の
全
国
支
部
懇
談
会

は
９ｌ

ｏ
９

ｏ
ｌ５
２
１６
立
山
で
実
施
す
る
。

（関
西
）
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
登
頂
四
十
周
年
講

演
会
を
開
催
。

（東
九
州
）
支
部
創
立
三
十
周
年
行
事
、

１１

ｏ
３
１
４
由
布
山
登
山
、
『大
分
百
山
』
の

刊
行
。

（宮
崎
）
１ｌ

ｏ
２
２
３
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

（秩
父
宮
殿
下
祖
母
山
来
山

七
十
年

記

念
）

▼
討
議
事
項

田
高
齢
者
対
策
な
ら
び
に
若
返
り
対
策
の
件

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
行
永
年
会

員
、
終
身
会
員
制
で
よ
い
。

会
友
制
度

。
準
会
員
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
在
各
支
部
で
採
用
し
て
い
る
。
扱
い
方

・

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

一
致
し
て

は
い
な
い
が
、
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
支

部
員
の
増
加
、
若
返
り
等
が
考
慮
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
支
部
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
も
あ
る
の
で
、
会
と
し
て
の
制
度
と

せ
ず
、
当
面
は
支
部
の
自
主
運
営
に
ま
か
せ

た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
を

見
た
。

②
自
然
保
護
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

村
木
副
会
長
よ
り
、
自
然
保
護
に
関
す
る

会
の
意
見
を
ま
と
め
る
と
い
う
意
味
で
は
な

い
が
と
い
う
前
置
き
を
し
て
、
日
頃
考
え
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
が
述

べ
ら
れ

た
。
要
旨
は
高
い
処
か
ら
自
然
保
護
を
論
ず

る
の
で
は
な
く
、
登
山
者
も
自
然
破
壊
の
一

部
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
自
党
の
下
に
、
現

地
の
事
情
、
人
間
の
生
活
を
十
分
考
慮
に
入

れ
た
活
動
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
各
支
部
長
か
ら
種
々

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

現
在
、
全
国
各
地
で
リ
ゾ
ー
ト
法
等
に
関

連
し
て
種
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ

・
ケ
ー
ス
で
処
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
支
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
緊
密
に
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

０
山
に
関
す
る
情
報
を
交
換
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
件

総
務
委
員
会
、
南
川
委
員
よ
り
、
会
員
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
各
支
部
の
協
力
を

得
て
、
そ
の
地
域
に
詳
し
い
人
材
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
、
山
岳
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

が
で
き
な
い
も
の
か
と
の
提
案
理
由
の
説
明

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
各
支
部
長
よ
り
、

そ
の
気
に
な
れ
ば
、
各
県
市
町
村
の
観
光
課

等
で
聞
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
本
来
山
登
り

は
自
分
で
調
べ
て
か
ら
出
掛
け
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
こ
ま
で
会
が
す
る
必
要
は
な
い
。
そ

れ
よ
り
も
、
会
と
し
て
は
、
本
来
あ
っ
て
然

る
べ
き
、
国
内
外
を
含
め
た
山
岳
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム

（文
献
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
等
）

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も
あ

り
、
必
ず
し
も
賛
成
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

四
そ
の
他
の
意
見

・
要
望
事
項

宛
名
カ
ー
ド
の
支
部

へ
の
提
供
、
住
所
変

更
者
の
支
部

へ
の
迅
速
な
連
絡
、
還
元
金
額

の
事
前
連
絡
等
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
、

実
施
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
実

施
す
る
こ
と
に
し
た
。

最
後
に
湯
浅
新
東
海
支
部
長
よ
り
、
さ
る

十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
支
部
総
会
の
報
告
が

あ
り
、
席
上
、
石
岡
、
石
原
両
会
員
よ
り
、

緊
急
動
議
の
形
で

「篠
田
名
誉
会
員
取
消
し

を
提
案
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、

支
部
長

一
任
の
形
で
、
支
部
総
会
を
終
え
た

の
で
事
情
を
説
明
さ
せ
て
欲
し
い
旨
の
発
言

が
あ
り
、
石
岡
会
員
の
反
対
理
由
、
支
部
と

し
て
の
立
場
等
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が

(16)
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あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
田
会
長
、
藤
平
副
会
長

よ
り
、会
と
し
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

定
刻
三
時
三
十
分
、
会
議
を
閉
会
し
た
。

新
支
部
長
紹
介

平
成
二
年
度
よ
り
次
の
四
名
の
支
部
長
が

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し

ま
す
。

▼
北
海
道
支
部
　
小
須
田
喜
夫
氏

会
員
番
号
三
五
九
三
番
。
札
幌
山
岳
会
の

元
老
。
尖
鋭
的
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
支
部
員

の
人
望
も
篤
い
。
戦
後
い
ち
早
く
厳
冬
期
の

日
高

ｏ
中
ノ
岳
登
頂
。
冬
の
知
床
、
利
尻
岳
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー

・
カ
シ
ン
リ
ッ
ジ
の
登
攀
な

ど
、
現
在
も
積
雪
期
の
山
に
挑
ん
で
い
る
。

③
東
九
州
支
部
長
　
梅
木
秀
徳
氏

会
員
番
号
五
九
〇
八
番
。
昨
秋
物
故
さ
れ

た
野
口
秋
人
支
部
長
の
後
を
受
け
て
、
本
年

四
月
の
支
部
総
会
で
選
任
さ
れ
た
。
野
口
支

部
長
在
任
中
よ
り
副
支
部
長
を
務
め
て
い
た

の
で
、
支
部
の
内
部
に
は
精
通
し
て
い
る
。

大
分
合
同
新
聞
社
の
文
化
部
長
、
論
説
委
員

等
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
編
成
局
長
の
要
職

に
あ
る
。

著
書
に

『大
分
の
山
―
大
分
県
主
要
山
岳

丘
陵

一
覧
』
（
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

◎
山
陰
支
部
長
　
吉
川
暢

一
氏

会
員
番
号
七
〇
三
四
番
。
前
支
部
長
港
叶

氏
の
勇
退
に
伴
い
、
本
年
四
月
の
総
会
で
選

任
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
を

一
新
し
た
新
執
行

部
の
牽
引
車
と
し
て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

Ｏ
東
海
支
部
長
　
湯
浅
道
男
氏

会
員
番
号
六
二
一
四
番
。
十
三
年
間
の
長

き
に
亘
り
支
部
を
ま
と
め
て
き
た
名
支
部
長

の
尾
上
昇
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
本
年
二
月
の

支
部
総
会
で
選
任
さ
れ
た
。
現
職
は
愛
知
学

院
大
学
法
学
部
教
授
。
本
年
は
支
部
創
立
三

十
周
年
に
当
り
、
二
つ
の
海
外
遠
征
を
含
め

て
多
彩
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
難

問
山
積
し
て
い
る
支
部
の
ま
と
め
役
と
し
て

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

７

日

８

日

１０

日

１１

日

１５

日

１６

日

１７

日

１８

日

２１

日

２２

日

２４

日

２８

日

２９

日

総
務
委
員
会

婦
人
懇
談
会

青
年
部

海
外
登
山
基
金
委
員
会

山
研
委
員
会

常
務
理
事
会
、
三
水
会

理
事
会

科
学
委
員
会

総
務
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ス
ト
会
合５

月
来
室
者
３２０
名

(5月 )

0

ル
ー
ム
日
誰

会
員
異
動
　
５
月

退
　
会

神
戸
　
恵
子

（八
九
六
〇
）

束
原
　
　
実

（八
四
七
五
）

山
本
　
信
樹

（五

一
九
九
）

水
井
　
謹
作

（七
七
三

一
）

小
林
　
義
雄

（九
八
七
五
）

笹
川
　
敏
夫

（五
三
九

一
）

斉
藤
　
林
久

（
一
〇

一
四
〇
）

玉
島
　
利

一
（
七
四
四

一
）

終
身
会
員

ヘ

山
口
　
滋
嗣

（
三
六
四
〇
）

白
旗
　
史
朗

（六
〇
六
八
）

永
田
　
好
行

（三
七
三
〇
）

赤
羽
孝

一
郎

（
三
八
〇
二
）

勝
田
　
房
治

（五
〇
二
九
）

タ
ン
ボ
チ

ェ
僧
院
再
建
協
力

募
金
者
ご
芳
名

三
十
四
万
円
―
照
光
寺
青
年
部
代
表

・
林

新

一
郎
。
三
万
円
―
成
田
孝
英
、
坂
本
観
晃
、

三
渡
忠
臣
。
二
万
円
―
村
松
賢
英
、
亀
井
秀

子
。　
一
万
五
千
円
―
宍
戸

一
匡
。　
一
万
三
千

円
―
東
京
星
稜
山
の
会
。　
一
万
円
―
風
見
武

秀
、
鈴
木
郭
之
、
麻
布
真
海
、
斉
藤
介
洲
、

沢
本
武
、
鶴
見
友
雄
、
須
浪
敏
行
、
池
田
吉

春
、
山
田
燿

一
、
和
田
峯
夫
、
小
谷
清
、
小

谷
美
恵
、
山
塚
康
雄
、
武
原
嘉
雄
、
浦
住
雅

英
、
菊
池
進
、
大
田
ユ
キ
エ
、
加
藤
実
、
佐

藤
ヨ
シ
子
。
五
千
円
―
山
田
昭

一
、
塚
本
福

治
郎
、
上
尾
庄

一
郎
、
先
本
始
、
守
田
昭
、

浅
井
葵
、
北
沢
康
志
、
井
上
貴
美
枝
、
岡
鹿

真
悟
、
田
鹿
裕
美
、
幕
内
英
明
、
栗
原
英

一
、

松
本
幸
夫
、
松
本
麻
里
、
宍
戸
峯
子
、
佐
久

川
京
子
、
小
林
ア
ヤ
子
、
山
中
富
士
男
、
本

島
初
治
、
石
川
英
次
、
伊
藤
克
郎
、
岡
野
輔

仁
、
安
藤
章
子
、
菅
野
武
夫
、
鈴
木
鉄
子
、

小
林
茂
子
、
藤
田
三
枝
子
、
佐
藤
則
幸
。
四

千
円
―
永
井
敬
士
。
三
千
円
―
杉
下
和
美
、

杉
本
寛
、
山
岸

一
夫
、
原
田
明
子
、
東
根
松

四
郎
、
安
藤
ヤ
ス
コ
。
二
千
円
―
森
山
芳
子
、

田
中
稔
、
小
原
晴
子
。
一
千
円
―
福
井
寛
隆
、

鈴
木
幸
子
、
佐
藤
茂
。

六
月
四
日
現
在
累
計
二
七
〇
名
、
累
計
金

額
二
、六
九
二
、○
○
○
円

○
磐
司
岩
の
講
演
会
と
探
索
山
行

廼:r 234-665

し
て
い

も
お
知
り
せ

の
電
話ま

す で

(17)

今
年
度
の
探
索
山
行
は
、
蔵
王
の
地
形
を

テ
ー
マ
に
左
記
の
よ
う
に
二
日
温
泉
に
出
か

け
、
表
磐
司
や
裏
磐
司
の
講
演
を
伺

っ
た
あ

と
、
翌
日
は
大
東
岳
ま
た
は
裏
磐
司
に
遊
ん

で
紅
葉
を
愛
で
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

記

日
　
時
　
平
成
二
年
十
月
二
十
１
二
十

一
日
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集
　
△
口　
十
月
二
十
日
（土
）午
後
五
時
　
二

日
温
泉
磐
司
山
荘
　
仙
台
駅
発
宮

城
交
通
バ
ス
で
二
日
温
泉
行

講
　
演
　
午
後
五
時
半
―
六
時
半

講
師
未
定

探
索
山
行
　
十
月
二
十

一
日
（日
）

コ
ー
ス
　
Ａ
大
東
岳
登
山

Ｂ
裏
磐
司
紅
葉
探
索

費
　
用
　
会
員

一
万
円
、
非
会
員
五
百
円
増

（
一
泊
三
食
、
保
険
料
含
む
）

申
込
み
　
氏
名
、
年
齢
、
会
員
番
号
を
記
し

て
平
成
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
に

日
本
山
岳
会
科
学
研
究
委
員
会
宛

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
後
刻
参
加
申
込
者
に

連
絡
し
ま
す
。

科
学
研
究
委
員
会

〔現
地
小
集
会
〕

上
高
地
ス
ケ

ッ
チ
山
行集

会
委
員
会

久
し
ぶ
り
の
ス
ケ
ッ
チ
山
行
で
す
。
絵
は

苦
手
と
い
う
方
も
講
師
を
招
き
ま
す
の
で
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

・
ノ
い
つ
も
素
通
り
す
る

上
高
地
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

集
　
△
口　
九
月
十
五
日
（土
）午
前
七
時
三
十

分
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

解
　
散
　
九
月
十
六
日
（日
）午
前
中
現
地
解

散

宿
　
泊
　
上
高
地
日
本
山
岳
会
山
岳
研
究
所

講
　
師
　
後
藤
三
男
氏

（Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
、
二

費
　
用

元
会
々
員
、
山
岳
画
家
。
国
内
の

み
な
ら
ず
海
外
で
も
精
力
的
に
制

作
に
と
り
く
み
、
個
展
、
団
体
展

を
通
し
て
積
極
的
に
作
品
の
発
表

を
行

っ
て
い
ま
す
。）

会
員

一
万
円
、
非
会
員

一
万

一
千

円

（宿
泊
、
飲
食
、
講
師
代
含
）
。

た
だ
し
、
九
月
十
五
日
朝
昼
食
は

持
参
下
さ
い
。
上
高
地
ま
で
の
交

通
は
、
各
自
手
配
下
さ
い
。

二
十
名

八
月
十
五
日
ま
で

に
事

務

局

へ
。
先
着
優
先
、
参
加
申
込
者
に

は
計
画
書
を
別
途
送
付
し
ま
す
。

定
　
員

参
加
申
込

平
成
二
年
全
国
支
部
懇
談
会
山
形
集
会

日
本
山
岳
会

『
９０
蔵

王
の
集

い
』

―
山
形
支
部
四
十
周
年
記
念
―

期
　
日
　
十
月
十
三
―
十
四
日

（±

ｏ
日
）

場
　
所
　
蔵
王

（地
蔵
山
、
熊
野
岳
）

会
場

・
宿
泊
　
蔵
王
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ
ル

日
　
程
　
十
月
十
三
日
（土
）

受
付
午
前
十

時
、
支
部
事
務
担
当
者
会
議
、
蔵

王
セ
ミ
ナ
ー
、
支
部
懇
談
会

十
月
十
四
日
（日
）

登
山

会
　
費

　
一
八
〇
〇
〇
円

（宿
泊
、懇
談
会
、

記
念
品
、
露
天
風
呂
入
湯
券
、　
ロ

ー
プ
ウ

ェ
イ
乗
車
券
、
十
四
日
昼

食
等
）

申
し
込
み
　
九
月
三
十
日
ま
で

相
談

・
問
い
合
せ
先

９９０
山
形
市
肴
町

一
―

一
三
山
形
城
北
女
子
高

等
学
校
　
菊
地
俊
彦
気
付
　
日
本
山
岳
会
山

形
支
部
全
国
集
会
事
務
局

響
〇
二
三
六
―
四
五
―
三
三
七
七

―

予
告
―
―
―
―
―
―
―

自
然
保
護
全
国
集
会

日
　
時
　
九
月
十
五
―
十
六
日

場
　
所
　
三
島
市

「箱
根
の
里
」

集
会
の
後
、
柿
田
川
湧
水
群
、
函
南
原

生
林
等

へ
の
自
然
観
察
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

各
支
部
自
然
保
護
担
当
委
員
の
他
、　
一

般
会
員
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

歓

迎

し

ま

す
。詳

細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

―
自
然
保
護
委
員
会
‐
―

○
尾
瀬
全
国
集
会
申
込
み
は

八
月
二
十
五
日
ま
で
で
す
。

婦
人
懇
談
会

秋
の
一
日
、
尾
瀬
に
集
り
、
登
っ
た
り
歩

い
た
り
、
自
然
保
護
の
話
題
な
ど
、
会
員
同

志
の
親
睦
を
深
め
ま
し
よ
う
。
く
わ
し
く
は

本
紙
四
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、

十
月
六
日
（土
）

尾
瀬
沼
長
蔵
小
屋

一
泊

夕
刻
ま
で
に
到
着
し
て
下
さ
い
。

会
費
　
七
千
円

（宿
泊
費
、
雑
費
）

現
地
解
散
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
前
後
の

コ
ー

ス
は
自
由
で
す
が
、

六
日
朝
　
東
京
よ
り
大
清
水
行
き
　
一
台

″
　
　
沼
山
峠
行
き
　
一
台

七
日
午
後
大
清
水
よ
り
東
京
行
き
　
一
台

の
貸
切
リ
バ
ス
三
台
を
出
し
ま
す
。

な
お
、
沼
山
峠
発
の
定
期
バ
ス
を
午
前
に

乗
車
す
る
と
、
会
津
高
原
駅
経
由
東
武
線
浅

草
に
は
そ
の
日
の
う
ち
に
着
き
ま
す
。

八
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
は
が
き
で
事
務

局
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
男
性
の
方
も

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

バ
ス
を
利
用
希
望
の
方
は
片
道
か
往
復
か

そ
の
コ
ー
ス
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

バ
ス
料
金
、
時
間
な
ど
詳
し
い
返
信
を
い

た
し
ま
す
。
（八
月
下
旬
―
九
月
上
旬
発
送
）

問
合
せ
　
〇
三
―
九
二
五
―
五
五
三
三

穴
田
雪
江

　

（夜
間
の
み
）

Ａ
Ｃ
夏
の

恒
例
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

九
月

一
日

（土
）

日
本
山
岳
会
集
会
室

二
千
円

婦

人

懇

談

会

◎
現
地
小
集
会

「石
間
さ
ん
と
山
歩
き
」

昨
年
、　
一
昨
年
と
静
岡

。
石
間
信
夫
さ
ん

の
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
今
年
は

一
緒

に
山
に
登
り
な
が
ら
石
間
流
山
歩
き
の
お
話

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会 場 期

費 所 日

(18)
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